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江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
東
蝦
夷
地
の
ア
イ
ヌ
集
落

は

じ

め

に

本
稿
は
東
蝦
夷
地
の
コ
タ
ン

(
ア
イ
ヌ
集
落
)
の
分
布
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
最
終
目
的
と
し
て
い
る
が
、

今
回
は
そ
の
(
一
)
と
し
て
、

東
蝦
夷
地
一

入
場
所
中
、
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
場
所
か
ら
ホ
ロ
イ
ツ
ミ
場
所
ま
で
の
一
四
場
所
を

取
り
上
げ
る
。
な
お
、
資
料
の
制
約
か
ら
、
今
日
、

ア
イ
ヌ
の
本
来
の
生
活
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、

コ
タ
ン
が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て

い
た
の
か
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
我
々
が
知
り
得
る
の
は
、
和
人

に
支
配
さ
れ
、

使
役
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
、

主
と
し
て
文
化
期
、

安
政
期
の
ア
イ
ヌ
の
生
活
で
あ
り
、

コ
タ
ン
分
布
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

稿
の
考
察
時
期
は
文
化
期
、
安
政
期
に
集
中
し
て
い
る
。

本
稿
の
考
察
範
囲
は
、

コ
タ
ン
が
海
岸
に
分
布
す
る
地
域
と
、
川
筋
に
添
っ

て
上
流
へ
と
分
布
す
る
地
域
と
に
大
別
で
き
る
。
か
り
に
、
前
者
を
海
岸
型
、

/ー¥

¥ーノ

林

和
夫

後
者
を
内
陸
型
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
分
布
型
の
相
違
が
何
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か

を
探
る
の
も
本
稿
の
狙
い
の
一
つ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

全
蝦
夷
地
を
考
察
し
て
か
ら
論
ず
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
回
は
、
当
該
各
場
所

の
ア
イ
ヌ
の
生
活
、

コ
タ
ン
分
布
を
知
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
考
察
に
有
用
な
資
料
と
し
て
は
、
文
化
期
に
は
『
東
蝦
夷
地
各
場

所
様
子
大
概
書
』
(
以
下
「
大
概
書
』
と
略
記
)
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
新
北
海
道

史

第
七
巻
』
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。
ま
た
、
安
政
期
に
は
松
浦
武
四
郎
の

『
竹
四
郎
廻
浦
日
記
』
(
以
下
『
廻
浦
日
記
』
と
略
記
)
、
『
丁
巳
東
西
蝦
夷
山
川

(

一

一

)

地
理
取
調
日
誌
』
(
以
下
『
丁
巳
日
誌
』
と
略
記
)
、
『
戊
午
東
西
蝦
夷
山
川
地
理

(
一
一
一
〉

取
調
日
誌
』
(
以
下
『
戊
午
日
誌
』
と
略
記
)
が
あ
る
。

各
場
所
の
「
コ
タ
ン
・
コ
タ
ン
跡
一
覧
」
表
は
、
前
記
の
資
料
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
て
い
る
が
、
『
蝦
夷
渡
海
記
』
(
文
化
六
年
、
高
麗
鱗
平
著
、
函
館
市
立

図
書
館
蔵
、
以
下
『
渡
海
記
』
と
略
記
)
、
『
蝦
夷
全
図
』
(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)
、

『
入
北
記
』
(
安
政
四
年
、
玉
虫
左
太
夫
著
)
な
ど
、

一
部
他
の
資
料
も
用
い
て

- 21 
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あ
る
。コ
タ
ン
分
布
図
は
、
筆
者
作
成
(
未
発
表
)

の
『
東
西
蝦
夷
地
の
コ
タ
ン
分

布
図
』
(
安
政
期
)
よ
り
、
本
稿
関
係
部
分
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
資
料
中
の
ア
イ
ヌ
集
落
に
は
、
記
録
方
法
に
よ
っ
て
二
種
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、

つ
あ
る
い
は
数
箇
の
小
集
落
を
包
括
し
て
い
る
村
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
、
小
集
落
そ
の
も
の
で
、

ア
イ
ヌ
自
身
が
コ
タ
ン
と
呼
ん
で
い
た

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
差
し
支
え
の
な
い
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
使
い
分
け
ず

に
、
単
に
コ
タ
ン
と
呼
ん
で
い
る
。

" 
¥ーノ

ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
場
所

『
渡
海
記
』
に
よ
る
と
、
文
化
六
(
一
八

O
九
〉
年
の
戸
口
は
一

O
五
軒
五
二

O
人
で
あ
り
、
コ
タ
ン
は
一
五
コ
タ
ン
で
、
そ
の
分
布
は
海
岸
に
一
回
コ
タ
ン
、

江戸時代後期における東蝦夷地のアイヌ集落付

川
筋
に
一
コ
タ
ン
で
あ
る
。
各
コ
タ
ン
の
戸
数
と
人
数
は
第
一
表
の
通
り
で
あ

る
が
、
戸
数
と
人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
一
四
コ
タ
ン
に
つ
い
て
だ
け
で
あ

ら
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ム
ク
ン
ヌ
イ
に
は
そ
れ

(
四
)

し
か
し
、
「
夷
家
あ
り
」
で
あ
る
。
『
大
概
書
』
で

り
、
そ
れ
ら
の
合
計
で
一

O
五
軒
五
二

O
人
に
な
る
。

一
様
に
「
夷
家
あ
り
」
で
あ
り
、

は
各
コ
タ
ン
の
そ
れ
ら
を
記
さ
ず
、

ム
ク
ン

ヌ
イ
も
同
様
で
あ
る
。

ム
ク
ン
ヌ
イ
の
扱
い
方
が
難
し
い
が
、
「
夷
家
あ
り
」
l

コ
タ
ン
と
い
う
本
稿
の
方
式
に
し
た
が
っ
て
コ
タ
ン
と
し
て
の
扱
い
を
し
て
い

る
。
以
下
の
各
場
所
で
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
断
ら
ず
に
コ
タ
ン
と
し

て
の
扱
い
を
し
て
い
る
。

安
政
期
の
戸
口
は
、
安
政
三
(
一
八
五
六
)
年
が
八
四
軒
三
七
四
人
(
『
廻
浦

(
五
)

日
記
号
、
同
四
年
が
二
軒
二
人
増
加
し
て
の
八
六
軒
三
七
六
人
(
『
入
北
記
』
)
、

(
六
)

同
五
年
が
、
六
軒
一
七
人
を
増
加
し
て
の
九
二
軒
三
九
三
人
(
『
野
帳
』
)
で
あ

る。
安
政
三
年
の
コ
タ
ン
数
は
八
で
、
そ
の
分
布
は
海
岸
に
七
コ
タ
ン
、
川
筋
に

(七〉

一
コ
タ
ン
で
あ
る
(
『
廻
浦
日
誌
』
、
『
丁
巳
日
誌
』
)
。
同
四
、
五
年
の
コ
タ
ン
数

は
六
で
、
そ
の
分
布
は
海
岸
に
五
、
川
筋
に

(
『
入
北
記
』
、
『
野
帳
』
)
で
あ

る
。
な
お
、
安
政
三
年
の
コ
タ
ン
数
を
八
と
記
し
た
が
、
『
廻
浦
日
記
』
に
記
さ

れ
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
数
え
る
と
七
コ
タ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
廻
浦

日
記
』

に
は
「
夷
家
三
軒
有
し
由
な
れ
共
、
今
は
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
シ

ラ
リ
カ
が
、
『
丁
巳
日
誌
』

に
は
「
此
処
む
か
し
よ
り
夷
家
五
、
六
軒
有
し
と
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
丁
巴
日
誌
』

の
「
む
か
し
よ
り
」
と
の
記
述
を
採
用
し
、

安
政
三
年
の
コ
タ
ン
の
数
を
八
と
し
た
。

ま
た
、
安
政
三
年
と
四
年
の
コ
タ
ン

数
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
四
年
に
二
コ
タ
ン
が
消
滅
し
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
三
年
は
コ
タ
ン
で
、
同
四
、

五
年
は
村
で
記
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。

『
廻
浦
日
記
』
の
コ
タ
ン
戸
数
の
合
計
に
『
丁
巳
日
誌
』
の
シ
ラ
リ
カ
の
戸
数

を
加
え
て
も
、
安
政
三
年
の
総
戸
数
人
四
軒
に
六
、
七
軒
不
足
す
る
。
『
廻
浦
日

記
』
の
基
礎
資
料
『
野
帳
』

に
は
、
村
単
位
の
人
別
帳
を
コ
タ
ン
単
位
に
し
よ

う
と
試
み
た
ら
し
い
書
き
込
み
が
あ
る
。
筆
者
に
は
理
解
し
難
い
も
の
の
、
そ

の
書
き
込
み
か
ら
推
測
す
る
と
、
『
廻
浦
日
記
』
が
記
す
コ
タ
ン
の
戸
数
に
は
何

ら
か
の
根
拠
が
あ
る
ら
し
い
。

安
政
二
了
四
年
に
記
録
さ
れ
て
い
る
コ
タ
ン
跡
は
海
岸
に
九
ケ
所
、

ユ
内
ノ
-
フ

ツ
フ
川
筋
に
一
ケ
所
、

ト
シ
ベ
ツ
川
筋
に
は
一
一
ケ
所
も
見
ら
れ
る
(
『
廻
浦
日

- 23-
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第一表 ヤムタシナイ場所コタン・:Jタン跡一覧

資料 大級審 渡泌総 集3::委災Eお 廻浦臼記 了臼ヨ誌 入ゴヒ 聖子 帳

Fン(議事〉 戸数 人数 戸数 人数 コタ γ 戸数 人数 円数 人数 戸数 人数 戸数 i人数
品ウヲイ O 11 52 ム11

ヤムグシナイ O 7 36 O 7 10 44 8 29 

フ まま J¥ a 
ム

ヲコツナイ O 5 29 O ム 5

ハマナカ O 4 15 4 

ユウラアフ O 14 67 O 14 24 108 28 126 

4¥ タ ヌ ム

フイタウ、ン O 2 11 。ム 3
ヤマサキ O 2 10 O ム 2

シヲリカ O 3 14 ム 3 5，6 8 26 3 15 

ク y 子シユ? O ム 2

ホロナイ O 5 27 。ム
モタン子 O 。 O ム

タンヌ f C 11 益事 O 2 10 2 13 4 13 

1サ主fγ77 O 4 32 ム ム

ブイラウ γナイ ム

主予知，ハツタリ ム ど五

ヘン同っちイザア l 1 4 5 28 1 号

へ?古シバウシ ム

サフニハ7'1ラ ム

ミナ"I7iきハツタ現 ム ム

イリルケ ム

フムンセナイ ム

ウトラシ守ム ム

mγ記ラヲマナイ ム

ホンヒラ ム 2 ム

ワ ヲ ウ O 6 27 O ム 5

そンへヅ O 11 65 O 11 

ヲシヤマンベ O 20 87 O 33 36 157 50 201 

ト'7~ベア O 

備考 0:戸数日'Gij月コタン ム:コタン跡 以下のそを淡も同じ
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記」、

(八〉

日
誌
』
)
。

海
岸
の
コ
タ
ン
鉢
九
ケ
所
は
、
そ
の
七
ケ
一
所
が
文
化
期
の
コ
タ
ン
で
あ
っ
た

が
、
他
の
二
ケ
一
般
に
つ
い
て
は
、

で、

三ろ

し、

〆J

の
コ
タ
ン
で
あ
っ
た
の
か

る
。
川
川
筋
の
コ
タ
ン
跡
も
、
全
て
が
い
つ
噴
の
コ
タ
ン
で
あ
っ
た
の
か
不
鰐
で

あ
る
が
、

ア
グ
一
段
の
み
は

ト
シ
ベ
ツ
川
第
の
ホ
ン
ヒ
ラ
と
下
サ
カ
イ
マ
ッ
プ
の

文
化
器
境
の
コ
タ
ン
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
安
政
四
年
、

ヘ
ン
ケ
サ
カ
イ

叩
ツ
フ
に
居
桂
ず
る
イ
ヌ
マ
カ
シ
の
話
に
よ
る
と
、
翠
悶
援
交
の
代
に
は
ホ
ン
ヒ

ヰノ

其
後
西
地
と
境
問
口
組
立
侯
後
は
ハ
ン
ケ
サ
カ
イ
マ
ツ
フ

註

っ
し
」
完
了
己

た
と
い
う
こ
と
で

下
サ
カ
イ
マ
ッ
プ
)
へ

あ
る
。
東
西
蝦
夷
地
の
境
界
が
定
め
ら
れ
た
の
誌
龍
幕
府
時
代
金
額
め
、
文
化

態
勢
め
嘆
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
文
化
期
初
め
頃
に
ホ
ン
じ

コ

タ

ン
跡
と
な
り
、
下
サ
カ
イ
γ

ツ
フ
が
新
生
の
コ
タ
ン
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

江戸善寺代後期における東綴警高地のアイヌ集滋付

六
七

O
〉
年
頃

寛
文
一

O
〈

み
J

晶、;
 
ユ
ウ
ラ
ッ
プ
が

「
お
と
な
ハ
ハ
ヘ
ク
ン
子
シ
3

7

が

ク
ン
ヌ

ル
フ
レ
ヘ
そ
ン
ヘ
ツ
が
一
戸
数
宜
軒
、
「
お
と
な
マ
シ
マ
ヘ
ヲ
シ
ヤ

六
軒
、

と
な
ア
マ
リ
」
で
あ
っ
た
山
津
軽
一
一
統
率
い

マ
ン
ベ

ユ
ウ
ラ
ッ
プ
、
モ
ン
ヘ
ツ
、
時
ノ
シ
ヤ
γ

ン
ベ
に

は
戸
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

コ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
畠
で
あ
る
が
、

ク
ン
ヌ
イ
に
は
戸
数
、
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

コ
タ
ン
で

タ
ン

シ
ユ
マ
、

あ
っ
た
の
か
、
ど
う
か
不
明

し
か
し
、

ク
ン
ヌ
イ
は
「
お
と
な
」

て
い
な
い
が
コ
タ
ン
で
あ
っ

名
が
一
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

た

て
良
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
コ
タ
ン
は
全

そ
し
て

て
い
る
。

は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
コ
タ
ン

の

蟻
英大
国二
幸~ ;'f， 
1h JII 
口
長骨 の
金
にで

藍

鱒
が
湖
上
し
て
い
る
。
元
和
八
三
六
二
ニ
)

等
は
山
出

い
て
漁
銘
ず
る
」
と
あ
る
が
、
寛
文
期

に
住
み
、

i孟
イコ

の
後
ら
の
生
活
が
、
こ
の
謹
漁
に
ど
の

て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

我
々
が
知
る
も
う
少
し
後
の
ブ
イ
ヌ
は
、
川
漁
に
大
き
く
依
存
し
て
い
て
、
海

漁
に
は
ほ
と
ん
ど
依
存
し
て
い
な
か
っ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
寛
文
期
の
コ

タ
ン
の

鮭
鱒
の
遡
上
す
る
別
に
の
み
位
霊
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

住
民
は
そ
れ
ら
の
川
に
謹
上
す
る
鮭
鱒
に
大
き
く
依
存
し
、

コ
タ
ン
の
立
地
も

鮭
鱒
遡
上
の
有
無
に
競
制
さ
れ
て
い
た
の
で

文
化
期
に
な
る
と
、

っ
た
ろ
う
か
。

の
こ
れ
ら
の
コ
タ
ン
の
一
戸
数
は
二
倍
、
あ
る
い

25 -

は
そ
れ
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

い
れ
は
一
回

C
年
と
い
う
年
月
を
か
け
て
増

加
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、

そ
の
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に

戸

(
松
浦
武
四
郎
、
北
題

に
よ
る
と
、
叶
覧
致
議
よ
り
:
・
中
略
・
:
土
人
誌
至
陥
少
き
州
地

な
る
に
依
一
刻
ト
シ
ヘ
ツ
川
す
し
に
住
る
者
を
呼
下
け
て
譲
住
居
さ
せ
し
め
」
た

る
。
し
か
し
、

と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
北
期

コ
タ
ン
の
一
戸
.
数
は
、
和
人
が
ト
シ

ベ
ツ
出
銭
住
民
を
強
制
防
的
に
海
岸
へ
移
住
さ
ぜ
た
こ
と
に
よ
っ
て

た
か

の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
記
述
の
傍
在
と
考
え
て
良
い
多
数
の
コ
タ
ン

跡
が
ト
シ
ヘ
ツ
間
務
に
晃
ら
れ
る
。
資
料
的
に
は
、

タ
ン
の
戸
数
増
加

は
、
和
人
が
ト
シ
ベ
ツ
川
筋
の
住
琵
を
強
制
的
に
移
住
さ
せ
た
結
果
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の

文
化
織
の
住
民
の
生
活
は
、
吋
大
概
書
』
に
よ
る
と
、
「
春
夏
は
砂
原
、

の
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木
、
茅
部
辺
へ
緋
漁
、
昆
布
取
雇
と
し
て
蝦
夷
人
さ
し
遣
」
し
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
「
緋
漁
の
節
は
正
、
こ
月
噴
よ
り
五
月
迄
か
し
遣
」
し
、

「
昆
布
取
の
時
節
は
土
用
に
入
り
八
月
十
五
日
迄
を
限
り
」
と
し
て
い
た
。
そ

し
て
秋
は
、
た
と
え
ば
鮭
漁
の
豊
か
な
ユ
ウ
ラ
ツ
フ
で
は
、
「
秋
味
の
節
計
番
人

弐
人
蝦
夷
人
雇
入
召
連
相
廻
、
会
所
付
鮭
網
を
以
漁
事
い
た
し
、
同
所
蝦
夷
人

も
右
川
は
漁
事
い
た
し
候
」
で
あ
っ
た
。
海
岸
型
の
コ
タ
ン
分
布
を
示
す
地
域

の
多
く
の
場
所
で
そ
う
で
あ
る
が
、
本
場
所
で
も
同
様
で
、
『
大
概
書
』
に
は
冬

の
生
活
記
録
が
欠
け
て
い
る
。

安
政
期
の
彼
ら
の
生
活
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、

四
季
を
追
っ
て
の
具

体
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
和
人
の
ア
イ
ヌ
使
役
は
過
重
な
も
の
に
な
っ

て
い
た
ら
し
く
、
「
孤
独
の
難
渋
人
不
少
」
(
『
廻
浦
日
記
』
)
で
あ
っ
た
と
い
う
。

(

一

O〕

足
利
健
亮
(
一
九
六
八
)
に
よ
る
と
、
文
化
期
の
一

O
軒
を
超
え
る
コ
タ
ン

は
全
て
和
人
の
施
設
所
在
地
で
あ
り
、
こ
の
施
設
所
在
地
の
コ
タ
ン
で
戸
数
が

多
い
の
は
「
和
人
に
よ
っ
て
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
結
果
」
で
あ
り
、
こ

の
特
定
の
コ
タ
ン
へ
の
集
中
傾
向
は
「
安
政
年
間
に
な
る
と
著
し
く
、

ほ
と
ん

ど
山
越
内
、
長
万
部
に
集
中
す
る
程
に
至
る
」
の
だ
と
い
う
。
安
政
四
年
の
各

コ
タ
ン
の
戸
数
(
『
入
北
記
』
)
を
見
る
と
、

ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
で
は
戸
数
増
加
が

見
ら
れ
な
い
の
で
別
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

ヲ
シ
ヤ
マ
ン
ベ
の
戸
数
増
加
は

足
利
論
文
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、

戸
数
増
加
の
著
し
い
ユ
ウ
ラ
ツ
フ
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
し
か
し
、
安
政
三
年
の
ユ
ウ
ラ
ツ
フ
は
「
此
処
常
に
は
土
人
十
四

軒
な
ら
で
無
に
、
落
部
、
茅
部
辺
痘
清
流
行
の
由
に
て
此
処
へ
多
く
引
移
り
来

り
居
る
事
也
」
(
『
廻
浦
日
記
』
)
な
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の
避
難
者
を
そ
の
ま
ま

に
ユ
ウ
ラ
ツ
フ
の
人
別
帳
に
加
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

避
難
の
理
由
は
違
う
が
、
避
難
地
が
村
に
な
り
、
避
難
者
が
そ
こ
の
人
別
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
例
が
、
安
政
四
年
の
ウ
ス
場
所
で
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る。
(

一

一

)

ア
ブ
タ
場
所

『
渡
海
記
』
に
よ
る
と
、
文
化
六
年
の
戸
口
は
一
六
四
軒
七
九
二
人
で
あ
り
、

コ
タ
ン
数
は
六
で
、
そ
の
分
布
は
海
岸
に
五
、
川
筋
に
一
で
あ
る
。
各
コ
タ
ン

の
戸
数
と
人
数
は
第
二
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
川
筋
の
ク
ロ
マ
ツ
ナ
イ
に
は
戸

数
し
か
-
記
さ
れ
て
い
な
い
。
各
コ
タ
ン
の
戸
数
合
計
は
一
六
五
軒
、
人
数
合
計

は
、
ク
ロ
マ
ツ
ナ
イ
を
含
ま
な
い
で
八
二
一
人
と
な
る
。
戸
数
で
一
軒
、
人
数

(

一

一

)

で
二

O
人
も
総
数
を
超
え
て
し
ま
う
。
な
お
、
『
大
概
書
』
で
文
化
三
(
一
八

O

六
)
年
の
様
子
を
見
る
と
、

ク
ロ
マ
ツ
ナ
イ
を
除
い
た
他
の
五
ゴ
タ
ン
の
戸
数

と
人
数
を
合
計
す
る
と
一
六
三
軒
七
九
四
人
で
あ
り
、
『
渡
海
記
』
の
総
数
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
渡
海
記
」

の
場
合
、
総
数
に
誤
り
が
あ
る
の
か
、

各
コ
タ
ン
の
数
字
に
誤
り
が
あ
る
の
か
、
そ
の
ど
ち
ら
で
あ
る
の
か
は
不
明
で

あ
る
。『
大
概
書
』
と
『
渡
海
記
』
と
で
は
コ
タ
ン
名
の
相
違
し
て
い
る
コ
タ
ン
が
あ

る
。
『
大
概
書
』
の
フ
レ
ナ
イ
、
『
渡
海
記
』

の
ホ
ロ
ナ
イ
で
あ
る
が
、
戸
数
と

人
数
と
を
見
る
と
同
一
コ
タ
ン
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
佐
々

(
一
二
〕

木
利
和
(
一
九
七
六
)
は
、
「
フ
レ
ナ
イ
川
の
や
や
北
に
ポ
ロ
ナ
イ
川
が
あ
る
が
、

こ
こ
に
コ
タ
ン
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
フ
レ
ナ
イ
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アブタ場所コタン・コタン跡一覧

資料 大概書 渡海記 蝦全夷図 廻滞日記 丁己日誌 入北誌 野 帳

コタン(跡) 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数

クロマツナイ 1，2 l O ム

:ンツカ リ ム 1

レフンケ 27 119 26 121 O 29 120 24 108 24 107 

ヲフケシ 28 113 26 106 O 9 29 10 48 10 45 

へ ン へ 20 110 21 134 O 22 83 21 97 21 99 

ホロナイ 23 114 

フレナイ 23 118 O 
(7)29 92 (フ'l22 82 (7)22 81 
肘67 275 (7)61 258 (乃61 261 

ア 7 タ 65 334 68 337 O ム

第二表

川
を
指
し
て
ポ
ロ
ナ
イ
と
呼
ん
だ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
、
ポ
ロ
ナ
イ
ー
ブ

レ
ナ
イ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
『
渡
海
記
』
で
の
地
名
記
載
の
順

序
、
そ
し
て
そ
の
地
名
に
付
さ
れ
た
記
述
を
見
る
と
、
地
名
フ
レ
ナ
イ
を
誤
っ

て
脱
落
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
両
書
に
よ
る
相
違
は
、
『
渡

海
記
』
筆
写
の
際
に
ホ
ロ
ナ
イ
の
記
述
を
脱
落
さ
せ
、
そ
し
て
地
名
フ
レ
ナ
イ

を
脱
落
さ
せ
、
地
名
ホ
ロ
ナ
イ
と
フ
レ
ナ
イ
の
記
述
を
短
絡
さ
せ
た
こ
と
で
生

じ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
表
で
は
『
渡
海
記
』

の
記
載
す
る
ま
ま
に
し
て
あ
る

が
、
ホ
ロ
ナ
イ
は
フ
レ
ナ
イ
に
訂
正
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

安
政
期
に
は
、

ク
ロ
マ
ツ
ナ
イ
、

シ
ツ
カ
リ
、

ア
ブ
夕
、
が
コ
タ
ン
跡
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
別
帳
で
は
、
な
お
ア
ブ
タ
コ
タ
ン
が
存
在
す

る
の
で
、

五
コ
タ
ン
の
合
計
数
が
場
所
の
戸
口
と
い
う
ζ

と
に
な
る
が
、
そ
の

- 27-
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場
所
の
戸
口
は
安
政
三
年
が
一
五
七
軒
六
一
六
人
(
『
廻
浦
日
記
』
)
、
同
四
、

五

年
が
一
三
八
軒
五
九
三
人
(
『
入
北
記
』
、
「
野
帳
』
)
で
あ
る
。

文
化
期
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
、
戸
口
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、
文
政

五
(
一
八
二
二
)
年
は
戸
口
が
一
七
六
軒
八

O
一
人
告
文
政
壬
午
野
作
戸
口
表
』
、

北
海
道
庁
古
文
書
館
蔵
)
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
減
少
は
、
文
政
五
年
以
後
の

後
松
前
藩
時
代
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
安
政
三
年
か
ら
四
年
に
か
け

(フ'):7 レナイコタンアイヌ

て
は
一
九
軒
二
三
人
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
減
少
は
一
年
間
の
も
の
と
し
て

は
大
き
い
が
、
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

前
記
の
よ
う
に
、
安
政
期
に
ア
ブ
タ
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の

事
情
は
「
昔
愛
(
引
用
者
註

ア
ブ
タ
)

に
会
所
が
有
し
を
、
文
政
五
壬
午
閏

正
月
十
九
日
ウ
ス
山
焼
の
後
、
当
時
の
フ
レ
ナ
イ
に
移
し
け
る
由
。
其
節
迄
は

備考

土
人
も
此
処
に
在
り
し
が
、
今
是
も
会
所
元
(
引
用
者
註

フ
レ
ナ
イ
)
へ
雄
日
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引
移
り
し
と
」
(
『
廻
浦
日
記
』
)
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

ア
ブ
タ

村
は
人
別
帳
で
は
存
在
し
て
い
る
と
記
し
た
が
、
そ
れ
は
「
其
土
人
共
の
家
今

も
ア
ブ
タ
夷
人
と
云
て
」
(
「
廻
浦
日
記
』
)
で
、
人
別
帳
の
上
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
も
フ
レ
ナ
イ
で
独
立
的
な
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

寛
文
期
の
コ
タ
ン
は
へ
ベ
が
一

O
軒、

レ
フ
ン
ケ
が
二
軒
、

オ
コ
タ
ラ
ベ
が

一
五
軒
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
コ
タ
ン
は
、
何
れ
も
ウ
ス
の
「
お
と
な
ツ
ヤ
シ
ヤ

イ
ン
持
分
」
で
あ
っ
た
。
戸
数
は
不
明
で
あ
る
が
、

シ
ツ
カ
リ
も
「
少
」
し
ア

(一一一一)

イ
ヌ
の
「
罷
有
候
所
」
で
あ
っ
た
(
『
津
軽
一
統
志
』
、
『
寛
文
拾
年
秋
蜂
起
集
書
』
)
。

寛
文
期
最
大
の
コ
タ
ン
、

オ
コ
タ
ラ
ベ
が
文
化
期
に
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、
前
記
佐
々
木
論
文
に
よ
る
と
、
そ
の
消
滅
の
経
緯
は
、
「
元
文
か
ら
宝
暦

に
か
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
」
が
、

オ
コ
タ
ラ
へ
か
ら
ア
ブ
タ
川
の
川
口
付

近
に
「
運
上
屋
(
交
易
所
)
が
移
さ
れ
」
、
そ
こ
に
「
本
格
的
な
強
制
コ
タ
ン
が

作
ら
れ
、
や
が
て
オ
コ
タ
ラ
へ
が
吸
収
さ
れ
」
た
の
だ
と
い
う
。

『
大
概
書
』
に
よ
る
と
、
文
化
期
の
住
民
の
生
活
は
「
正
月
よ
り
緋
、
鱈
、
舶

を
漁
事
致
し
」
、
「
春
漁
済
次
第
六
月
土
用
前
迄
イ
リ
コ
漁
致
し
」
、
「
土
用
に
入

候
得
は
男
女
共
昆
布
を
取
」
、
「
八
月
よ
り
九
月
下
旬
迄
蝦
夷
人
男
の
分
は
海
中

汗
候
の
節
イ
リ
コ
を
突
、
且
海
中
時
化
候
節
は
山
々
へ
登
り
薪
を
伐
出
し
」
で

あ
っ
た
。
レ
フ
ン
ケ
川
(
『
廻
浦
日
記
』
)
、

ヲ
フ
ケ
シ
川
(
『
大
概
書
』
)
で
は
、
多
少
な

り
と
も
鮭
鱒
の
遡
上
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ベ
ン
ベ
、

フ
レ
ナ
イ
、

ア
ブ
タ
の

三
川
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
場
所
は
、
冬
分
の
食
料
確
保
に
難
点
が
あ
っ

た
と
見
ら
れ
る
、
が
、
文
化
期
に
は
こ
の
難
点
は
克
服
さ
れ
て
い
て
、
「
九
月
に
入

候
得
は
、
場
所
中
男
夷
人
の
内
達
者
成
者
年
々
代
り
代
り
調
、
蝿
腕
腕
胴
漁
事
の

も
の
、
通
行
人
足
又
は
秋
味
引
網
手
伝
の
者
等
場
所
に
て
越
年
致
し
候
様
申
渡

候
。
其
余
は
・
:
中
略
・
:
阿
武
多
元
場
所
の
分
は
・
:
中
略
:
・
シ
リ
別
川
上
へ
登
り
、

鮭
を
冬
分
よ
り
翌
春
迄
の
賄
に
致
し
、
触
内
よ
り
礼
分
下
迄
の
夷
人
共
は
:
・
中

略
・
:
礼
分
下
番
家
に
て
通
行
人
足
、
秋
味
引
網
等
残
し
置
、
其
余
は
中
略
:
・
シ

ツ
津
川
上
黒
松
内
又
は
ラ
イ
バ
の
川
筋
へ
相
越
、
銘
々
賄
鮭
を
取
、
翌
春
迄
の

飯
料
取
」
で
あ
っ
た
。

安
政
期
の
住
民
の
生
活
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
文
化
期
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で

た
だ
変
わ
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
シ
リ
ベ
ツ
川
上
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

の
鮭
漁
の
後
、
そ
こ
に
越
冬
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
安
政
四
、

五
年
の
シ

リ
ベ
ツ
川
筋
踏
査
記
録
に
は
、
彼
ら
が
越
冬
し
て
い
た
様
子
が
な
い
(
『
丁
巳
日

(

一

四

)

(

一

五

)

誌
』
、
『
戊
午
日
誌
』
)
。

な
お
、
シ
リ
ベ
ツ
川
上
の
鮭
漁
権
は
ア
ブ
タ
ア
イ
ヌ
の
生
得
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
『
東
西
蝦
夷
場
所
境
取
調
書
上
』
に
よ
る
と
、

ア
ブ
タ
ア
イ
ヌ
が
、

ウ
ス
ア

イ
ヌ
と
協
同
で
イ
ソ
ヤ
ア
イ
ヌ
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
購
入
時

期
は
、
「
往
古
」
と
い
う
だ
け
で
不
明
で
あ
る
。
同
資
料
に
よ
る
と
、
宝
暦
年
間

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
が
、

ア
ブ
タ
ア
イ
ヌ
は
ウ
ス
ア
イ
ヌ
と
の
も
め
事
に
勝

ち
、
ウ
ス
場
所
の
、
鮭
鱒
も
遡
上
す
る
ヲ
サ
ル
ベ
ツ
川
筋
の
全
漁
業
権
を
入
手

し
て
い
る
。
ア
ブ
タ
ア
イ
ヌ
と
ウ
ス
ア
イ
ヌ
と
の
こ
の
事
件
か
ら
推
測
す
る
と
、

シ
リ
ベ
ツ
川
上
の
鮭
漁
権
購
入
時
期
は
、
あ
る
い
は
宝
暦
期
以
前
の
こ
と
で
な

か
っ
た
ろ
う
か
。
な
お
、
『
丁
巳
日
誌
』
は
シ
リ
ベ
ツ
川
上
の
鮭
漁
場
を
記
録
し

て
い
る
。
参
考
の
た
め
、
そ
れ
ら
は
コ
タ
ン
分
布
図
に
記
載
し
て
あ
る
。
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(
一
一
一
)

ウ

ス

場

所

文
化
三
年
の
戸
口
が
八
一
軒
三
三
三
人
(
『
大
概
書
」
)
、
同
六
年
に
は
八
三
軒

三
六
六
人
(
『
渡
海
記
ち
で
あ
る
。
安
政
期
に
は
、
安
政
三
年
が
九
六
軒
四
七

(
一
七
)

一
人
(
『
(
廻
浦
日
誌
』
)
、
同
四
年
が
九
五
軒
四
八
一
人
会
入
北
記
』
)
、
同
五
年

が
九
六
軒
四
八
二
人
(
『
野
帳
』
)
で
あ
る
。
文
政
五
年
が
一

O
三
軒
四
一
七
人

(
『
文
政
壬
午
野
作
戸
口
表
』
)
で
あ
る
の
で
、
後
松
前
藩
時
代
に
も
、
人
数
だ

け
は
着
実
に
増
加
し
て
い
た
。

文
化
期
の
コ
タ
ン
は
海
岸
の
ウ
ス
、

ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
、

モ
ン
ベ
ツ
の
一
ニ
コ
タ
ン

で
あ
る
が
、

ヲ
サ
ル
ベ
ツ
の
居
住
者
は
、
本
場
所
住
民
に
漁
業
権
が
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
、
渡
し
守
の
二
軒
二
人
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、

モ
ン
ベ
ツ
の
居

江戸時代後期における東蝦夷地のアイヌ集落付

住
者
も
「
牧
場
木
戸
番
」
の
一
軒
三
人
の
み
で
あ
る
(
『
大
概
書
巴
。

安
政
三
年
は
文
化
期
と
同
様
の
三
コ
タ
ン
で
あ
る
(
『
廻
浦
日
記
』
)
が
、
ヲ

サ
ル
ベ
ツ
の
居
住
者
は
文
化
期
と
同
様
に
渡
し
守
で
、
一
軒
で
あ
る
。
モ
ン
ベ

ツ
居
住
者
は
三
軒
で
あ
る
が
、
木
戸
番
で
あ
っ
た
か
、
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

安
政
四
年
は
、

ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
が
消
滅
し
て
い
て
、
新
し
い
コ
タ
ン
が
ウ
ス
湾
岸

(
一
八
)

に
四
コ
タ
ン
完
了
己
日
誌
号
、
他
の
海
岸
に
三
コ
タ
ン
(
『
入
北
記
』
)
記
録
さ

れ
て
い
る
。

寛
文
一

O
年
の
本
場
所
は
、

ウ
ス
が
三

O
軒、

ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
が
「
か
ら
家
」

二
五
軒
で
あ
る
(
『
津
軽
一
統
志
』
)
。
当
時
の
コ
タ
ン
は
戸
数
一
ニ

O
軒
の
ウ
ス
の

み
で
、

ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
は
コ
タ
ン
跡
で
あ
っ
た
と
、
そ
し
て
、

ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
の
二

五
軒
は
ウ
ス
へ
移
動
し
た
の
だ
と
理
解
し
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、

ウス場所コタン・コタン跡一覧

資料 大概書 渡海記 全蝦夷図 廻浦日記 丁己日誌 入北記 野 帳

コタン(跡) 戸数 人数 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数

ウ ス 78 328 83 366 O 95 479 66 343 96 482 

キラフノット O 

ナェフルカ O 

シヲモイ O 

ヒイシュンコタン O 

ヲサルヘツ 2 2 l 

チ ヤ '/ ム

モンヘツ l 3 3 10 36 

イマリマリフ O 11 54 

ヲヒノレ子ツ 7 5 33 

チマイヘツ ム 3 15 

29 

第三表
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ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
は
コ
タ
ン
跡
で
あ
り
、

ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
の
住
民
は
ウ
ス
へ
移
動
し
た

の
だ
と
仮
定
す
る
が
、
こ
の
仮
定
に
し
た
が
え
ば
、
以
前
の
ウ
ス
は
五
軒
の
平

凡
な
コ
タ
ン
で
あ
り
、

ヲ
サ
ル
へ
ツ
は
東
蝦
夷
地
第
三
位
の
大
コ
タ
ン
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
川
の
文
化
期
の
様
子
は
、
「
庄
別
滝
下
迄
上
り
鮭
有
之
、
夷
人
共

漁
場
を
取
、
銘
々
喰
料
魚
取
候
」
(
『
大
概
書
』
)
で
あ
り
、
ま
た
、
安
政
期
の
様

子
は
「
鮭
、
鱒
、
腕
、
鯨
、

イ
ソ
カ
ハ
、

チ
ラ
イ
、
雑
喉
等
有
」
で
あ
り
、
川

ソ
ウ
ベ
ツ
に
は
こ
軒
の
鮭
漁
小

筋
の
リ
ヤ
コ
タ
ン
に
は
一
軒
の
鮭
漁
小
屋
跡
、

屋
(
『
丁
巳
日
誌
ち
が
あ
っ
た
と
い
う
。
寛
文
期
の
ヲ
サ
ル
ヘ
ツ
川
の
様
子
は

不
明
で
あ
る
が
、
文
化
、
安
政
の
様
子
か
ら
察
す
る
に
、
川
漁
は
豊
か
で
あ
り
、

大
コ
タ
ン
が
立
地
す
る
に
必
要
な
条
件
を
備
え
て
い
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ

う
寛
文
一

O
年
の
ウ
ス
は
三

O
軒
で
あ
っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
異
例
と
い
う

ベ
き
大
コ
タ
ン
で
あ
っ
た
。
住
民
は
一
コ
タ
ン
に
集
居
し
て
い
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
後
代
の
様
子
会
」
見
る
と
、
幾
つ
か
の
コ
タ
ン
に
分
散
居
住
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

寛
政
一

O
(
一
七
九
八
)
年
の
ウ
ス
湾
に
は
メ
ム
カ
(
二
六
軒
九
八
人
)
、

ス
(
一
四
軒
四
二
人
)
、

ヒ
イ
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
(
二
二
軒
一
三

O
人
)
の
、
少
な

く
と
も
こ
の
三
コ
タ
ン
が
存
在
し
て
い
た
(
『
蝦
夷
日
記
』
木
村
謙
次
、
以
下
木

村
『
蝦
夷
日
記
』
と
記
す
)
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
数
年
後
の
文
化
期
初

め
頃
に
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
安
政
期
、
ウ
ス
は
ウ
ス
湾
の
「
惣

名
」
(
『
廻
浦
日
記
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。
単
に
ウ
ス
と
記
さ
れ
た
と
き
に
は
、

湾
岸
の
幾
つ
か
の
コ
タ
ン
を
包
含
し
て
い
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良

い
が
、
安
政
四
年
に
新
生
し
た
か
の
よ
う
な
ヒ
イ
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
な
ど
も
、
以

前
か
ら
湾
岸
に
存
在
し
て
い
た
コ
タ
ン
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
寛
文
期
の
ウ
ス
住
民
も
、
こ
の
よ
う
な
後
代
の
様
子
を

見
る
と
、
ウ
ス
湾
岸
で
幾
つ
か
の
コ
タ
ン
に
散
居
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、

イ
マ
リ
マ
リ
フ
、

チ
マ
イ
ヘ
ツ
の
一
一
一
コ
タ
ン
は
、

ヲ
ヒ
ル
子
ツ
フ
、

ウ
ス
湾
岸
の
コ
タ
ン
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
『
廻
浦
日
記
』

に
よ
る
と
、

ウ
ス
の
住
民
は
、
嘉
永
六
(
一
八
五
三
〉
年
の
有
珠
山
の
噴
火
の
際
に
難
を
避

け
、
「
皆
外
へ
引
移
り
」
で
あ
っ
た
。
安
政
三
年
に
は
、
そ
の
彼
ら
も
「
今
は
追
々

元
地
へ
帰
り
来
り
候
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
翌
四
年
に
も
、
そ
れ
ら

の
避
難
地
に
は
、
ま
だ
相
当
の
残
留
者
が
居
た
(
『
宰
有
日
記
』
安
政
四
年
j

市

立
函
館
図
書
館
蔵
)

の
で
あ
っ
た
。
安
政
四
年
の
『
入
北
記
』
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に
そ
れ
ら
が
村

と
し
て
一
記
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ウ
ス
場
所
で
は
そ
れ
ら
の
避
難
地
を

村
並
み
と
し
、
残
留
者
を
も
っ
て
そ
の
新
村
の
人
別
と
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

な
お
、

ヲ
ヒ
ル
子
ツ
フ
、

イ
マ
リ
マ
リ
フ
に
か
つ
て
コ
タ
ン
が
存
在
し
た
と
の

記
録
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

チ
マ
イ
ヘ
ツ
川
は
隣
の
モ
ロ
ラ
ン
場
所
と
の
境
界

で
、
し
ば
し
ば
紛
争
が
生
じ
て
い
て
、

か
つ
て
は
コ
タ
ン
が
存
在
し
た
と
こ
ろ

ウ

で
あ
る
(
木
村
『
蝦
夷
日
記
』
)
。

文
化
期
の
住
民
の
生
活
は
、
『
大
概
書
』
に
よ
る
と
、
ア
ブ
タ
場
所
の
ア
ブ
タ

住
民
と
全
く
同
じ
で
、
春
か
ら
秋
ま
で
は
海
岸
で
生
活
し
、
秋
に
な
る
と
、
阻

駒
瞬
間
漁
事
の
者
、
通
行
人
足
、
鮭
漁
手
伝
の
者
ら
だ
け
が
会
所
に
残
り
、
他
は

シ
リ
ベ
ツ
川
上
で
鮭
漁
、
越
冬
す
る
の
で
あ
っ
た
。

安
政
期
の
彼
ら
の
生
活
は
、
文
化
期
の
よ
う
に
、
四
季
を
追
っ
て
の
具
体
的

な
も
の
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文
化
期
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
が
な



か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
ど
し
、

シ
リ
ヘ
ツ
川
上
で
の
鮭
漁
も
行
わ
れ
て
い
た

が
、
鮭
漁
後
そ
の
ま
ま
越
冬
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
当
初
か
ら
だ
っ
た
の
か
、
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

シ
リ
へ
ツ
川

上
の
鮭
漁
場
は
ア
ブ
タ
場
所
の
分
が
一
一
一
一
ケ
所
、
ウ
ス
場
所
の
分
が
四
ケ
所
で

あ
る
(
『
丁
己
日
誌
』
)
。

(四〉

モ
ロ
ラ
ン
場
所

(
一
九
)

『
大
概
書
』
は
、
文
化
三
年
の
戸
口
を
二
五
軒
一
一
六
人
で
あ
る
。

コ
タ
ン
に

つ
い
て
は
一
切
記
し
て
い
な
い
が
、
寛
政
一

O
年
は
そ
ロ
ラ
ン
(
「
一
二
軒
、
六
軒

ト
モ
」
で
四

O
人)、

(
八
軒
二
二
人
)

へ
ケ
レ
ヲ
タ
合
一
、
三
軒
)
、

エ
ト
モ

(
木
村
『
蝦
夷
日
記
ち
で
あ
る
。
文
化
二
(
一
八

O
五
)
年
は
モ
ロ
ラ
ン
(
三

軒)、

へ
ケ
レ
ヲ
タ
(
三
、

エ
ト
モ
(
入
、
九
軒
〉
(
『
東
蝦
夷
地
紀
行
』

四
軒
)
、

江戸時代後期における東蝦夷地のアイヌ集落付

北
海
大
学
図
書
館
蔵
)
で
あ
る
。

寛
政
一

O
年
と
文
化
二
年
の
コ
タ
ン
に
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
の
で
、
文

化
三
年
も
、
ま
た
三
コ
タ
ン
の
み
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
文
化

二
年
の
コ
タ
ン
の
戸
数
を
多
い
数
字
で
合
計
し
て
み
て
も
一
六
軒
で
あ
り
、
文

化
三
年
の
戸
数
に
九
軒
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
九
軒
は
、
文
化
二
年
の
コ
タ
ン

平
均
戸
数
で
い
え
ば
二
コ
タ
ン
分
に
相
当
す
る
。
文
化
期
の
末
か
ら
文
政
期
の

初
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
蝦
夷
全
図
』

の
コ
ダ
ン
を
見
る
と
、
そ
れ

に
は
五
コ
タ
ン
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
文
化

三
年
の
コ
タ
ン
は
若
干
の
記
載
洩
れ
が
あ
り
、
あ
る
い
は
五
、
六
コ
タ
ン
程
度

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

モロラン場所コタン・コタン跡一覧

資料 大概書 蝦全夷図 廻浦日記 入北記

コタン(跡〕 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数

モロラン O 31 199 33 195 

へケレヲタ 8 40 9 40 

ワ ヌ シ O ム

チリヘツ ム 3

マタニシ O ム

ホンモェ ム

トツカルモエ ム

ヲシユニク ム

ホンヲウシナイ ム

ホロヲウシナイ ム

シクジ、 ム

シユフキ(ェトモ) 25 116 O 2 19 2 18 

トカリムイ(トカリシヨ) 2 11 2 18 

ヘシホク O ム

- 31-

第四表

安
政
三
年
の
戸
口
は
四
三
軒
二
六
九
人
で
あ
り
、

コ
タ
ン
は
海
岸
に
分
布
す

る
四
コ
タ
ン
で
あ
る
。
翌
四
年
の
戸
口
は
四
六
軒
L

一
六
四
人
で
あ
り
、

コ
タ
ン

は
前
年
と
同
数
の
四
コ
タ
ン
で
あ
る
。

モ
ロ
ラ
ン
は
、
文
化
期
は
三
軒
の
コ
タ
ン
で
あ
っ
た
が
、
安
政
期
に
は
三

O

軒
を
超
え
る
大
コ
タ
ン
に
変
化
し
、
場
所
住
民
の
七
四
%
も
が
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
変
化
の
原
因
は
、
和
人
の
行
政
、
漁
業
の
中
心
施
設
で
あ
る
会
所
が
エ
ト

モ
か
ら
モ
ロ
ラ
ン
へ
移
転
し
た
そ
の
時
に
、
あ
る
い
は
漸
次
、
あ
ち
こ
ち
の
コ
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タ
ン
か
ら
モ
ロ
ラ
ン
へ
移
住
す
る
者
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
こ
と
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
安
政
三
年
に
は
、

タ
ン
跡
が
一

O
ケ
所
も
記
録
さ
れ
て
い
る
(
『
廻
浦
日
記
』
)
。

文
化
期
の
住
民
の
生
活
は
資
料
に
恵
ま
れ
や
す
、
知
り
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

寛
政
一
二
(
一
八

O
O
)
年
、
「
此
所
ニ
テ
異
人
王
余
魚
ヲ
突
テ
小
石
ヲ
拾
フ
コ

ト
シ
」
(
『
東
蝦
夷
地
日
記
』
北
海
道
大
学
図
書
館
蔵
)
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
は
一
例
で
し
か
な
い
が
、
文
化
期
の
本
場
所
の
海
漁
は
、
さ
程
に
貧
し
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

ホ
ロ
ヘ
ツ
、

シ
ラ
ヲ
イ
場
所
か
ら
の
出
稼

ぎ
を
受
け
入
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
場
所
に
は
、
鮭
鱒
が
遡
上
し
、
冬
分
の
食
料
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
川
が

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
彼
ら
は
、
鮭
漁
期
に
な
る
と
シ
ラ
ヲ
イ
場
所
シ
キ

ウ
川
へ
鮭
漁
出
稼
ぎ
を
し
て
い
た
と
い
う
(
『
大
概
書
』
)
。

安
政
期
に
は
、

シ
ラ
ヲ
イ
場
所
へ
の
鮭
漁
出
稼
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
た
か
、
ど

う
か
不
明
で
あ
る
が
、
海
漁
は
、
文
化
期
と
は
違
い
、
貧
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
和
人
漁
業
の
盛
衰
を
端
的
に
示
す
運
上
金
を
見
る
と
、
前

松
前
藩
時
代
末
に
は
八

O
両
で
あ
っ
た
(
『
東
夷
周
覧
』
北
海
道
大
学
図
書
館
蔵
)

が
、
安
政
期
は
三
二
両
余
で
あ
る
(
『
牢
有
日
記
号
。
ち
な
み
に
、
近
隣
の
場
所

を
見
る
と
、
前
松
前
藩
時
代
末
の
ア
ブ
タ
場
所
二
一

O
両
、
ウ
ス
場
所
八
五
両
、

シ
ラ
ヲ
イ
場
所
四
六
両
で
あ
っ
た
(
『
東
夷
周
覧
』
)
が
、
安
政
期
は
ア
ブ
タ
場

所
七
五
両
、

ウ
ス
場
所
一

O
五
両
、

ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
三
五
両
、
シ
ラ
ヲ
イ
場
所

一
二
五
両
で
あ
る
(
『
牢
有
日
記
」
)
。
当
時
の
和
人
漁
業
の
不
振
は
、
少
額
の
運

上
金
も
そ
う
で
あ
る
が
、
『
協
和
私
役
」
の
「
此
所
漁
事
甚
少
な
し
と
て
会
所
通

行
家
と
も
卑
阻
殊
に
甚
し
。
東
西
夷
地
に
稀
な
る
所
な
り
」
と
い
う
記
述
に
よ

く
表
れ
て
い
る
。

コ

安
政
期
の
海
漁
、
和
人
漁
業
の
不
振
は
、
著
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
文
政
五

年
の
戸
口
が
三
六
軒
一
四
三
人
(
『
文
政
壬
午
野
作
戸
口
表
』
)
で
あ
り
、

ヌ
の
戸
口
は
文
化
か
ら
、
文
政
、
安
政
へ
と
、
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

ヌ
の
戸
口
の
増
減
は
、
海
漁
、
和
人
漁
の
不
振
と
は
関
係
が
な
い
か
の
よ
う
で

あ
る
。

(
五
)

ホ
ロ
ベ
ツ
場
所

(二

O
)

『
大
概
書
』
に
は
、
場
所
の
戸
口
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
各
コ
タ
ン
の
そ
れ

ら
を
合
計
す
る
と
四

O
軒
一
九
二
人
(
文
化
三
年
〉
で
あ
る
。

コ
タ
ン
は
、

コ
タ
ン
全
て
が
海
岸
に
あ
る
。

安
政
三
年
に
は
コ
タ
ン
が
減
少
し
て
い
て
、
ホ
ロ
ヘ
ツ
一
コ
タ
ン
で
あ
る
が
、

住
民
は
増
加
し
て
い
て
五
二
軒
二
五
八
人
(
『
廻
浦
日
記
』
)

で
あ
る
。
翌
四
年

は
五
二
軒
二
六
六
人
(
『
入
北
記
』
)
で
、
人
数
が
八
人
増
加
し
て
い
る
。
な
お
、

安
政
三
年
に
は
「
ト
カ
リ
ム
イ
村
、
此
所
も
当
時
此
所
(
引
用
者
註

ホ
ロ
へ

ツ
)
へ
引
移
り
来
り
居
る
」
(
『
廻
浦
日
記
』
)
で
あ
る
の
に
対
し
、
翌
四
年
に
は

「
モ
ロ
ラ
ン
領
マ
ナ
イ
土
人
家
二
軒
人
別
十
八
人
ア
ル
。
外
都
テ
ホ
ロ
ベ
ツ
住

居
ナ
リ
」
(
『
入
北
記
』
)
で
あ
り
、
安
政
三
年
と
四
年
と
で
は
、

ト
カ
リ
ム
イ
村

の
二
軒
一
八
人
の
扱
い
が
全
く
逆
で
あ
る
が
、
こ
の
真
相
は
不
明
で
あ
る
。

寛
政
三
年
の
様
子
は
、
「
当
所
近
年
衰
徴
し
て
蝦
夷
人
数
も
無
く
、
小
場
所
ニ

付

エ
ト
モ
一
同
に
請
負
し
て
諸
色
エ
ト
モ
支
配
な
り
。
産
物
一
切
無
し
。
甚

タ
難
渋
の
様
子
な
り
」
(
『
東
蝦
夷
地
道
中
記
ち
で
あ
っ
た
。
文
化
期
も
同
様
で
、 ア

イ
ア

イ
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ホロベツ場所コタン・コタン跡一覧

資料 大概書 蝦全夷図 廻浦日記 入北記

コタン(跡) 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数

トカリムザイ〈トカリシ，;; 2 18 

ワスヘツ 4 16 O ム

ト ンケシ ム

ホロへ Y 30 148 O 52 258 50 248 

ヌフノl〆戸くツ 6 28 O ム 6

第五表

ホ
ロ
ヘ
ツ
は
「
雑
魚
年
中
夷
人
飯
料
不

足」、

ヌ
フ
ル
ヘ
ツ
は
「
雑
魚
は
不
足
」
、

ワ
シ
ヘ
ツ
は
「
雑
魚
夷
人
等
不
足
」
で

あ
っ
た
(
『
大
概
書
』
)
。

し
か
し
、
良
く

見
る
と
、
何
れ
の
コ
タ
ン
も
「
飯
料
不

足
」
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
な
い
に
し

て
も
、
ホ
ロ
ヘ
ツ
、
ワ
ス
ヘ
ツ
で
は
「
年

中
」
で
あ
り
、

ヌ
フ
ル
ベ
ツ
に
は
そ
れ

が
な
い
。
コ
タ
ン
に
よ
っ
て
僅
か
に
違
っ

て
い
た
ら
し
い
。

「
大
概
書
』
は
、
こ
の
よ
う
に
各
コ
タ

ン
の
「
飯
料
不
足
」
を
記
し
て
い
る
が
、

し
か
し
、
「
年
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
コ

タ
ン
で
も
、
実
際
に
「
年
中
」
の
こ
と

で
な
か
っ
た
よ
う
で
、
冬
分
の
食
料
は
、

得
ら
れ
た
ら
し
い
。
彼
ら
に
は
他
場
所
へ
鮭
漁
出
稼
ぎ
し
て
い
た
様
子
が
な
く
、

コ
タ
ン
が
位
置
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
川
で

ホ
ロ
ヘ
ツ
で
は
「
秋
味
鮭
は
前
浜
弁
川
よ
り
取
揚
候
」
で
あ
っ
た
。
ワ
ス
ヘ
ツ
、

ヌ
フ
ル
ヘ
ツ
の
鮭
漁
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
安
政
元
年
の
ワ
ス
ヘ
ツ
は
「
鮭

鱒
漁
あ
り
」
で
あ
り
、
ま
た
、

で
あ
る
。
文
化
期
に
も
、
そ
れ
ら
の
川
で
鮭
漁
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ヌ
フ
ル
ヘ
ツ
は
「
鮭
漁
多
し
」
(
『
蝦
夷
日
記
号

た
と
え
ば
ホ
ロ
ヘ
ツ
で
の
年
中
「
飯
料
不
足
故
、
春
に
至
り
江
友
領
え
出
稼
に

差
出
候
」
(
『
大
概
書
』
)
も
、
鮭
漁
期
に
至
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

安
政
期
の
コ
タ
ン
は
、

ホ
ロ
ヘ
ツ
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
ホ
ロ
ヘ
ツ
は
、
文

化
期
の
三
コ
タ
ン
中
最
も
生
活
し
や
す
い
コ
タ
ン
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
ヌ
フ
ル
ヘ
ツ
よ
り
は
生
活
し
や
す
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ヌ
フ
ル
へ

ツ
川
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
安
政
元
年
に
「
鮭
漁
多
し
」
で
あ
る
が
、
そ
の
鮭

漁
の
様
子
は
、
「
九
月
以
後
鮭
魚
ノ
遡
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
若
シ
上
流
ノ
温
泉
一
一
衆

入
浴
ス
レ
ハ
コ
レ
カ
為
メ
ニ
下
流
ノ
水
変
ス
ル
所
ア
ル
由
ニ
テ
、
鮭
魚
ノ
漁
業

所
獲
ナ
シ
ト
称
シ
、
九
月
以
後
ハ
人
ノ
浴
ス
ル
ヲ
禁
ス
ル
由
」
(
『
観
国
録
』
〉
で

あ
っ
た
。
和
人
も
彼
ら
の
鮭
漁
を
側
面
か
ら
援
助
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
「
此
度
此
処
え
土
人
を
移
し
て
漁
業
を
さ
せ
る
由
支
配
人
申
由
な
る
と

て
、
土
人
共
大
に
恨
居
た
り
け
る
。
能
々
此
処
は
住
居
不
宣
地
と
思
は
る
」
(
『
廻

浦
日
記
』
〉
で
、
ア
イ
ヌ
は
ヌ
フ
ル
ヘ
ツ
に
移
住
す
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
。

(一一一)

白
山
友
正
(
一
九
七
一
)
に
よ
る
と
、
「
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)
七
月
八
日
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頃
よ
り
大
島
の
噴
火
あ
り
、
そ
の
際
の
大
海
噺
で
家
尽
く
波
に
さ
ら
わ
れ
て
全

滅
し
、

一
時
人
跡
を
絶
つ
に
至
っ
た
が
、
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
日
高
ア
イ

ヌ
数
戸
、
幌
別
に
移
住
、
漸
次
戸
口
を
増
加
す
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
海
噺
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
『
廻
浦
日
記
』
は
、

コ

タ

ン
跡
の
ト
ン
ケ
シ
に
つ
い
て
、
「
此
所
も
昔
時
大
村
な
り
し
が
、
海
輔
の
為
に
皆

覆
没
せ
し
と
。
其
後
ま
た
二
軒
残
り
し
が
、
今
は
会
所
元
え
皆
引
移
る
」
と
記

し
て
い
る
。

本
場
所
の
文
政
五
年
の
戸
口
は
五
八
軒
二
五
八
人
会
文
政
壬
午
野
作
戸
口

表
』
)
で
あ
り
、
明
和
か
ら
文
化
、
文
政
、
安
政
へ
と
、

ア
イ
ヌ
の
戸
口
は
着
実

に
増
加
し
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
の
戸
口
増
加
は
、
こ
こ
で
も
和
人
漁
業
の
不
振
と

か
か
わ
り
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
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シ
ラ
ヲ
イ

吋
渡
準
記
い
に
よ
る
と
、
文
北
六
年

ね
は
八
二
軒
一
一
一
四
九
人
、

コ
タ
ン
は

六
コ
タ
ン
で
、
そ
れ
ら
は
全
て

ヲ
モ
ン
ヘ
ツ
は
「
夷
家
あ
り
」
と
あ
る
の
み
で
、
住
民
数
が
記
さ
れ
て
い
な

ハ一一一一〉

ぃ
。
こ
の
ヲ
モ
ン
ヘ
ツ
は
、
叫
大
概
室
田
』
で
は
コ
タ
ン
と
し
て
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
安
政
議
に
は

て
い
る
の
で
、

は
、
す
〈

タ
ン
藤
と
し
て

化
期
の
コ
タ
ン
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
て
あ
る
。

安
政
期
の
戸
口
は
、

入
品
類
浦
日
記
町
、

八
五
軒
四

八
六
軒
四

お
入
北
記
』
)
で

コ
タ
ン
誌
両
年
と
も
凹
コ
タ

ン

全
て
海
岸

の
一
戸
口
一
総
数
が
七

一
一一-
F一
一

人
二
文
政
ヰ
ム
午
野
作
戸
口
表
』
〉

の
で
、
一
戸
口
は
前
幕
府
時
代
に
若
干

減
少
し
、
後
松
前
藩
時
代
を
経
て
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

安
政
期
に
コ
タ
ン
誌
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ヲ
モ
ン
ヘ
ツ
、

メ

ツ

ブ
の
ニ
ケ
所

で
あ
る
が
、
河
れ
も
文
化
患
の
コ
タ
ン
で
あ
る
。

な
お
、

四
年
の
ヲ
モ
ン
ヘ
ツ
は
、
他
の
資
料
で
は

八
一
戸
ノ

夷
ヲ
見
ル

お
観
国
録
官
、
あ
る
い
は
「
夷
家

で
あ
り
、

コ
タ
ン
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
じ
、

(
『
廻
浦
日
記
官
マ
あ
る
と
い
う
。

は
、
「
出
稼
士
人
い
の
家
所

在
地
は
コ
タ
ン
と
し
て
譲
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

の
ヲ
モ
ン

ヘ
ツ
は
コ
タ
ン
跡
と
し
て
あ
る
。

翌
呂
年
も
陪
じ
く
「
出
譲
土
人
」
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

v
」
キ
」
匹
、

b
ぎ
る
を

コ
タ
ン
と
し
て
の
ヲ
モ
ン
ヘ
ツ

れ
て
い
な
い
。

文
化
期

コ
タ
ン
の
生
活
は
も

と

、
た
と
え
ば
シ
キ
ウ
で

は
「
前
一

、
正
月
よ

浜
一
塁
計
沖
に

結
の
類
」
を
取

り
、
四
月
に
な
る
と
「
沖
合
に
て

の

わ
乱
取
り
、

ま
た
、

な
る
と
「
江
友
え
夷
入
共
拾
四
、

も
番
人
出
向
謀
藍
渡
し
、
熊
率
最
引
」
、
一
丘
、

六
月
は

ん
ニ
爽
手
分
け
ア
イ
て

タ

キ

に
有
く
。
そ
し
て
「
残

の

の
分
は
、

り
弐
町
計

山
山
え
密
月
中
に

-
大
角
豆
等
薪

置
八
見
中

で
あ
る
。
ま
た
、
九

月
上
旬
に
な
る
と
、

シ
キ
ウ
加
で

る
の
で
あ
る

こ
の
シ
キ
ウ
別
の

に
は
余
裕
が
あ
っ

ラ
ン
場
所
ア
イ
ヌ
の
最
漁
を
許
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ほ
五
人

シラ'7イ場所コタン・コタン襲撃一覧

資料 大概書 き童話筆記
蝦夷
霊童話警滋iia 入北言己

全E塁
訂 !J/'(毒事) Fコ数 人数 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数

フシコベツ O 
匂ア イ p 5 16 5 16 O 3 11 3 10 

ヲモンヘヅ O ム 5

メ 宅ノ ブ 5 31 5 31 ム 5

てン キ ウ 33 141 33 141 O 38 175 38 171 

シラヲイ 30 113 30 113 O 37 203 3号 20き

シヤタイ 事 48 9 48 O 7 23 ? 23 
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第六表

ぃ
。
前
記
の
よ
う
に
、

モ
ロ

な
お
、
文
化
期
の
ア
イ
出
は
鮭
漁
、
が
記
さ
れ
て
い
な
い
唯
一
の
コ
タ
ン
で
あ

る
が
、
寛
政
三
年
の
ア
イ
口
の
建
物
に

し

「
鮭
漁
あ
り
」

も
鮭
漁
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

い
る
(
『
東
蝦
発
地
道
中

文
化
患
に

な
の

競
誤
で
の
髄
漁
は
、
各
コ
タ
ン
で
そ
れ
ぞ
れ
に
者
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、



一
般
に

で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
メ
ツ
フ
で
は
「
近
年
不
漁
に
付
、

人
援
料
分
も
無
之
侯
」
で
あ
っ
た
し
、

に
付
賠
敢

シ
ラ
ヲ
イ
で
は

の
み

で
あ
っ
た
と
い
う
。

本
場
所
か
ら
品
ト
モ

(
そ
戸
一
フ
ン
〉

へ
の
出
諒
ぎ
が
み
ら
れ
る
。
こ
の

出
稼
ぎ
は
、
本
場
所
の

コ
タ
ン
が
行
っ
て
い

る
が
、

あ
る
い
は

部
の
コ
タ
ン
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

メ
ツ
フ
、

シ
ヤ
タ
イ
の
コ

タ
ン
に
つ
い
て
は
出
霧
ぎ

か
ら
で
あ
る
。

な
し、

安
政
期

し
て
、
文
化
期
の
も
の
に
鰯
が
加
わ
っ
て
い
る
。

た
運
上
金
が
、
安
政
期
に

モ
P

一フン

い
増
額
を
示
し
て
い
る
の

は
、
鰭
業
が
よ
ほ
ど
に
盛
業
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
政
一
克
年
の
鰯
漁
誌
「
五

ヨ
よ
り
八
月
時
分
迄
」
で
あ
っ
た
と
い
う

誌
記
の
そ
口
一
ブ
ン

場
所
で
の
海
漁
の

こ
の
鰯
漁
の
盛
業
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

カミ

の
資
料
に
は
、
品
、
口
一
ツ
ン
場
所
へ
の
出
稼
ぎ
が
同
記
さ
れ
て
い
な
い
。

江戸時代後期における東畷爽地のアイヌ集落付

ユ
ウ
フ
ツ

吋大規骨一…亘

の
一
戸
ロ
は
一
一
九
九
軒
一
二
三
八
人

度
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
文
北
問
問
年
(
一
八

O
七
〉
以
降
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
内
灘
海
記
」

の
総
数
と

致
す
る
こ
と
か
ら
、

文
化
六
年
の
も
の

っ
た
と
考
え

い
唱
で
あ
ろ
う
。

の

口
』土

一
一
一
二
二
人
命
文
政
受
午
野
作
戸
口

安
政
期
は
、

一
一
一二
二
九
軒

持
四
年
が

一
四
六

同
五
年
が

一
一
五
九
人
お
野
帳
ち
で
あ
る
。

人

に
よ
っ
て
、
一
一
一
一

コ
タ
ン
合
採
取
し
た
が
、
そ
の
分
布
は
海
岸
に

コ
タ
ン
、
川
筋
に

コ
タ
ン
で
あ
る
。
出
筋
の
コ
タ
ン
は
デ
ワ
ブ
ツ

mm筋

に
一
コ
タ
ン
、

チ
ト
セ
相
川
筋
に
七
コ
タ
ン
、

ム

カ

ア
ツ
マ
出
筋
に

コ
タ
ン
、

門
ゾ
山
川
筋
に
一
六
コ
タ
ン

タ
ン
は
、
実
は
も
た
と
え
ば
「
あ

る
。
こ
れ
ら
の

つ
ま
川
は
穏
蝦
夷
地
ゅ
う
は
り
山

川
丈
拾
六
、

の
内
夷
入
住
麓

と
し
て
、
そ
v

て
い
る
地
名
を
コ
タ
ン
設
い
と
し
た
も
の
で
あ

る。
い
れ
ら
の
全
て
が
コ
タ
ン
で
あ
る
と
の

、品、喝、

av
カ

こ
記

さ
れ
た
コ
タ
ン
数
は
コ
一
回
で
あ
る
の

必
ず
し
も
誤
っ
て
余
計
な
も
の
を
採

て
い
る
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
α

安
致
問
問
、

の
川
筋
の
一
コ
タ
ン
あ
た
り
の
平
均
戸
数
は
、
護
数
の
コ
タ

ン

つ
刑
務
に
つ
い
て
見
る
と
、

プ
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チ
ト
セ
山
川
筋
が
一

O
コ
タ
ン
で

ツ
マ
川
筋
が
蕊
コ
タ
ン
で

会
一
間
山
〉

尚一
J
巴
自
誌
』
、
吋
戊
午
門

寛
文
擦
の
コ
タ
ン
の
「
お

ム
カ
ワ
肝
筋
が
ニ
五
コ
タ
ン
で
五
軒
で
あ
る

ト
イ
が
「
七
」
、

は
、
タ
ル
マ
イ
と
コ

シ

コ
ツ
が
「
平
左
衛
門
、
小
シ
ウ
ヘ
カ
ヮ
、
誌
外
お
と
な
有
」
、
ア
ツ

γ
が
「
シ

コ
ッ
ア
イ
ヌ
の
持
分
ヘ
ム
カ
ワ
が
?
…
シ
介
持
分
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「

シ

は
東
隣
の
サ
ル
の
「
お
と
な
」
で
あ
る
ぬ
寛
文
拾
年
秋
蜂
鶴
築
番
町
。

文
化
期

の
支
記
下
に
あ
っ
た
タ
ル
マ
ェ
、

誌
、
か
つ
て

士Z

よL

ト
イ
の
嶺
岸
部
、

チ
ト
セ
ア
イ
ヌ
「
お

の
支
詑
下
に
あ
っ

品
ノ
ト
位
、

ア
ツ
マ
の
川
焼
、
そ
し
て
サ
ル
渋
「
お
と
な
ニ
シ
介
」

カ
ワ
川
筋
か
ら
成
り
立
つ
で
い
た
の
で
あ
る
。

文
化
期
に
入
っ
た
噴
ま
で
の
後
ら
の
生
活
は
ど
の
川
筋
で
も
ほ
ぼ
罷
じ
で
、

に
あ
っ
た
ム
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第七後 ユウフツ場所コタン・コタン勝一覧

資料
火事霊言書 綴全夷図 ~瀦 13Ilc 了日閃誌 入北 3己 成主子総主患 聖子機(5年)

おタン〔秘〉 戸数 人数 コタン 戸数 人数 円数 人数 戸数 人数 戸数 人数 同委主 人数

タノレマイ O O 1 2 1 2 1 l 

}黒 111.t ム 5

マコマイ ム5，6

守フ 7 O 
トアサヘツ A 

市タンナイ 。
ヲ円 ケフ 2 11 2 11 3 16 2 10 
ヘンケヒ、 1 言 1 6 1 6 
イサリアト O ? 27 8 31 7 2活 7 27 

イ サ O 5 12 6 20 6 22 s 21 
ムイサ。 。 。 告 22 

ホラツケ O 
ソウヘア ム

カマ尭フト ム

ヲ サ ア き 40 9 25 告 39 9 4合

マ ヲ イ O ム

ホロァイ ど弘

ツカベツ ム

ンユタパ f ム
チイ方イ 。 O 
子シコ γ ム

ホンベヅ ム ム

マ ア C ム
ロ守サン O 
ヂトセ(7レト""I) 24 97 15 63 z4 95 24 き§

トヘトマイ ム

ヌンナイ O 2 告 2 10 

ランコウシ O 5 29 3 18 6 29 6 29 

へ- サ 4 18 2 12 
さ $ 

井 マ y、- ム
ナイ 7 1 ム

問字 ス O O 3 14 ム 3 14 1 2 
芦 ツ タ ム

コウコソプト ム

ルウエン 2 s 1 5 
マツタ γ 手 ム

ヲセツつチ 。 3 10 2 合

シユ子チヤ ム

シトタン子ベ ム
守アカカ ム

シヨ 7 '" ム

ヲサタマナイ 15 66 5 16 15 64 s 31 
そヘツプト O ム ム

アツ'" 7 ト 2 6 2 6 2 品 2 8 

シユブン 〆、w、J O 10 48 10 48 ム 10 50 

守 γ 、へア ム

キムンコタン 10 50 
J"f0・(Kilコ防 O よL
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江戸時代後期における東蝦夷地のアイヌ集落付

資料 大概書 蝦全夷図 延浦日記 丁巳日誌 入北記 成午日誌 野帳(5年)

コタン(跡) 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数

ヘハヱツフ O 
チケツへ O O 3 26 3 27 5 26 5 27 

ウ ク ，> O ム 4 ム

トンニカ O 7 45 7 45 4 24 7 42 

ニタツナイ 3 18 

ピラウトル O 

ホロコヅチ ム

ヲ7ムセナイ ム 1

シケレベウシベ O O ム

シヤウヤウシコツ ム 2

ホロナイ O 

シユルク ム 2 ム 2

チリチリ O ム

ムカワフト O O 4 22 4 21 4 22 4 22 

ライパチン O 
チ ン 10 59 10 58 10 59 10 59 

イモベツ O O 6 28 6 29 6 29 6 29 

シリキヲトンカ ム

ケナシヨロ 4 20 4 20 4 21 4 21 

チシ子ー O O 
カアナイ 4 26 4 27 4 28 4 28 

モイベツ O O 7 37 7 36 7 38 

ヲサン子 7 O 1 2 I 2 1 2 1 2 

ソコムカ L:， 2 

キリカツチ O O 4 22 4 19 4 21 4 21 

ユグベツ O O 8 40 8 39 8 40 8 40 

(バンケ)キナウγ O O 4 25 4 24 5 24 5 24 

ー ワ ン O O 6 41 6 42 6 42 6 42 

カイカウ H O 7 36 7 36 7 36 7 36 

トコタルマイ ム

イナエフ O O 6 35 6 35 ム

ハンケイチミプナイ O 6 35 6 35 

ヲチヤルセナイ (3) 

ホロノタフ 2 9 

(ベンケ)キナウシ 8 44 8 41 6 31 8 40 

ルベシベ O O 5 24 9 56 5 22 5 22 

(("-10ヰ}レぺノベ 4 33 4 35 4 35 

カイタマ 6 30 6 30 6 30 6 30 

トロソー O O 30 

ンユプンナイ 9 56 9 55 6 37 9 56 

ポヘ 7ブト O 13 54 13 55 12 52 13 57 

ハンケトヨマナイ 3 18 

ヘンケトヨマナイ 1 5 

ユFヲロナイ

ホ へ， 7 7 35 7 35 7 34 7 34 

コフ1吋芥イオフ可7可) O 
パノタルトトンナイ) O O 5 28 5 29 5 28 5 28 

ニナツミフ 5 26 5 26 5 26 5 26 

へンケニナ7ミプ ム

セタンニウシ O O ム
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川
漁
、
山
識
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
た
ら
し
い
。

の
ア
ツ
マ
、

ム
カ

ワ
山
川
筋
で
の
産
物
は
子
鮭
、

シ
ナ
縄
(
「
東
蝦
夷
総
選
中
記
号
で
、
山
川

館
の
住
誌
が
海
漁
を
し
て
い
た
様
子
、
が
見
え
な
い
し
、
チ
ト
セ
山
川
第
の
ア
イ
ヌ

初
秋
よ
り
は
千
年
別
に
て

の
生
語
は
「
海
漁
無
数
放
民
漁
を
し
て

鮭
漁
有
。

会
大
概
也
一
一
田
』
〉
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

の
食
に
し
産
物
に

最
も
海
漁

タ
ル
マ
誌
も
、
文
化
四
(
一
人

年
に
は
「
問
所
山
川
上

ハ
軒
有
之
由
。

る
よ
し
」

で
あ
り
、
川
務
に
患
住
し
て
い

て
い
た
ら
し
い
様
子
は

:、
0

・ナ九

1
u
v本
場
所
は
ア
イ
ヌ
に
も
、
和
人
に
も
海
漁
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の

の
ユ
ウ
ブ
ツ

に
よ
る
と
、
川
筋
の
コ
タ
ン

せ
る
の
は
三
月
末
か

て
の
関
で
、

の
産
物
干
鮭
」
を
背
負
い
運
び

出
す
た
め
で
あ
っ

し
か
し
、
そ
の

こ
の
よ
う
な
状
況
も
変
わ
り
つ
つ

あ
っ
た
。
文
生
離
に
入
っ
て
詩
も
な
く
始
め
ら
れ
た

の
内
海
漁
試
議
」

る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
が
コ
タ
ン
に
帰
れ
る
の
は
、
こ
の
海
漁

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
海
漁
は
野
成
績
を
あ
げ
、
安
政
欝

に
は
、
本
場
所

「
鰯
八
分
、

〈
『
東
蝦
夷
白
紙
時
旬
〉
と
な
り
、

鰯
漁
で
は

に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

一
の
漁
場
」

潟
漁
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
彼
ら
は
、
た
と
え
ば
チ
ト
セ
川
筋
の
ア
イ
ヌ
は
、

「
春
の
内
椎
茸
を
敬
、
其
外
稼
な
し
」
で
あ
る
が
、
信
記
の
よ
う
に
、

か
ら
夏
ま
で
の
間
に

み
の
手
伝

ユ
ウ
フ
ツ

い
を
し
、

チ
ト
セ
に
帰
る
の
で
あ
っ

そ
し
て
「
秋
よ
り
冬
は
千
年
間
川
に
て

鮭
漁
い
の
み
で
過
ご
す
の

女
は
「
作
物
を
も
少
々
仕
付
、
又

ふ
く
し
ゃ
の
畑
酬
を
教
食
物
の
糧
に
致
し
、

也
」
で
あ
っ
た
お
大
概
書
官
。
他
の
川
川
筋
に
居
住
す

ゆ
り
、

に
す
る

の
生
活
も
、
多
分
、

こ
れ

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

で
海
漁
が
一
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
彼
ら
の
生
活
は
、

」
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

に
は
そ

の
労
揚
が

ユ
ウ
フ
ツ
に
は

で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
、

1う1

立
ち
並
ぶ
有
り
様
で
あ
っ
た

し
か
も
、
被
ら
の
労
橋
脚
は
本

場
所
内
の
海
岸
に
譲
ら
ず
、

プ
ツ
夕
、

ヲ
タ
ル
ナ
イ
か
ら
ア
ツ
ケ
シ
辺
に
も
及

ん
で
い
た
(
「
東
蝦
夷
地
場
所
請
ヨ

設
十
有
日
記
い
に
よ
る
と
、
「
ユ

ウ
フ
ツ
領
は
野
漁
地
な
り
。
夷
人
多
し
と
い
へ
ど
も
石
狩
川
一
鍛
え
も
出
稼
し
、

且
つ
ア
ツ
ケ
シ
え
賛
し
遣
す
な
れ
ば
、
人
力
は
不
足
に
て
い
と
い
う
状
、
読
さ
え

て
い
た
。

に
よ
る
と
、
そ
の
ア
ツ
ケ
シ
で
の
労
働
は
、

二:L.

- 38 

ウ
〆
ブ
ツ
、

サ
ル
の
一
階
場
所
土
人
を
此
処

ア
ツ
ケ
シ

シ
リ
シ

ユ
ツ
浜
中
)
え
呼
出
し
、
百
人
ツ
ツ

て
否
使
ふ
な
り
い

っ
た
と
い

う

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の

タ
ン
技
民
に
つ
い
て
、

日
日
誌
』
は
、

ば
チ
ト
セ
川
簡
一
ア
ン
コ
ウ
シ
で
、
「
ヌ
カ
ラ
コ
ウ
コ

家
丹
十
一
一
人
・
:
中
略
;
・
其

内
九
人
は
子
供
な
る
が
、
鰐
れ
も
達
者
に
て
育
ち
け
る
に
、

二
歳
位
よ

り
下
五
人
家
に
残
り
、
後
関
人
と
弟
と
は
浜
え
一
一
援
に
取
ら
れ
居
る
よ
し
」
と
、

「
シ
イ
タ
ツ
コ

家
内
四
人
e
-
a

山
市
略
・
'
・
是
も
夫
婦
と
も

に
取
ら
れ
賠
る
よ

し
に
て
、
家
に
は
設
も
不
居
由
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

で
も
、

ア
ツ
て
ム
カ
ワ
の
民
館
も
同
様
で
あ
り
、
労
働
可
能
な
者
の
ほ
と
ん
ど
が
「
震

』主

に
取
ら
れ
」
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。



本
場
一
般
で

ハ
一
一
六
〉

遠
藤
室
俊
〈

に
取
ら
れ
い
、

タ
ン
を
離
れ
て
い

九
八
五
)
に
よ
る
と
、
安
政
五
年
の
総
人
数
の
四
二
%
に
も
な
っ
て
い
た
と
い

ぅ
。
同
論
文
に
山
林
各
民
筋
毎
の
数
字
が
一
お
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

の
た
め

に
そ
れ
を
見
る
と
、

で
誰
か
が
一
濯
に
取
ら
れ

て
い
て
、

ア
ツ
叩
刑
務
は
二
四
軒
中
一

一
四
人
中
程
。
人
が
コ
タ
ン
を
離
れ
て
い
た
品
戊
午
日
誌
』
)
。

タ
ン
を
離
れ
て
い

の
比
率
は

%
で
あ
る
。
以
下
、

の
み
を
記
す

と
、
ム
カ
ワ
別
館
法

四
軒
中
一
一
部
軒
、
七

四
人
中
コ
二
二
人
、
問

で
あ
る

ム
カ
ワ
の
両
川
筋
合
}
合
わ
ぜ

ち
な
み
に
、

ア
ツ
寸
、

て
見
る
と
、

コ
タ
ン
を
離
れ
て
い

%
に
な
る
。
チ
ト
セ
川

の
比
率
は
罫

筋
も
ア
ツ
マ
、

ム
カ
ワ
の
諸
問
川
筋
と

の
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。

チ
ト
セ
川
筋
で
は

七
ヶ
、

ア
ツ
マ
川
識
で
は
七
ヶ
、

ム
カ
ワ
山
川

筋
で
は
み
ハ
ケ
の
コ
タ
ン
跡
、
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

の
減
少
に
よ
る

江戸雲寺代後期における東綴爽泌のアイヌ集手寄付

も
の
で
為
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
く
と
も
片
辺
氏
が
海
岸
へ
移
動
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
は
な
か
っ

山
川
錆
か
ら
海
岸
へ
の
移
動
が
見
ら
れ
る
の

に
タ
ル
吋
マ
エ
だ
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ハ
八
)

サ

ノレ

所

に
よ
る
と
、
文
化
期
の
戸
口
は
ニ
一
一
一

に
調
査
年
が
な
い
が
、
文
化
六
年
の

一
O
一
三
人

〈
北
海

な
お
、

道
大
学
図
書
籍
蔵
〉

の
一
戸
口
と
一

の
で
、
以
下
、
文
化
六
年
の
も

の
と
し
て
扱
う
。

文
政
五
年

一
二
三
軒
一

で
あ
る
の
で
、
続
幕
府
時
代
に

ね
は

く
ら
べ
る
と
戸
数
で
減
少
し
、
人
口
数
で
増
加
し
て
い
る
。
後
松
前
務
時
代
表
」

《一一人〉

一

年

の

戸

口

は

会

廼

浦

日

記

号

経
過
し

一
六
軒

り
、
一
戸
数
、
人
口
数
と
も
に
、
文
政
期
以
下
に
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し

コ

か
し
、
間
的
四
年

一
本
し
、
間
五
年
の
一
戸
口
は

文
政
期
以
上
に
増
加
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

増
加
を

七
七
軒
二
二
九
人

ね
は
二
五

O
軒

六
五
人

ラ4

本
場
一
放
の

タ
ン
は
全
て
川
務
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
第
八
表
の

で
あ
る
。

の
ア
ツ
ベ
ツ
川
欝
に
は
本
場
所
の
コ
タ
ン
し
か
記
し

て
い
な
い
が
、

ア
ツ
ベ
ツ
川
筋
は
一
一
イ
カ
ッ
プ

イ

の
婁
界
で
あ
り
、

カ
ッ
プ

ア
イ
ヌ
も
居
住
し
、
設
ら
の
コ
タ
ン

39 

，-、許可。

日
{
、
し
v
中
心

プ
ツ
ベ

ツ
川
筋
の
コ
タ
ン
は
エ
イ
カ
ツ
ブ

の
コ
タ
ン
を
加
え
る
と
、
文
化
期
に

は
五
コ
タ
ン

コ
タ
ン

安
設
黙
に
は

で
あ

る
。
な
お
、
安
政
期
の
コ
タ
ン
に
は
、

ト
J

レ、

4
4
S
9
r
 

イ
カ
ッ
プ
再
場
携
の
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
も
あ
っ

ア
カ
ン
で
L
f
A
U

る
α

そ
れ
は
ホ
ロ
ハ
ク
ツ
、

複
数
の
コ
タ
ン
が
分
布
す
る
民
欝
の

コ
タ
ン
あ
た
り
の
平
均
戸
数
を
莞
る

と
、
文
北
六
年
の
サ
ル
川
筋
は
二
軒
、

モ
ン
ベ
ツ
出
筋
は
九
軒
、

ブ
ツ
ベ
ツ

川
第
は
、

サ
ル
場
所
分
の
み
で
あ
れ
ば
入
軒
、

イ
カ
ツ
フ
場
一
所
分
の
も
の
も

加
え
る
と
六
軒
と
な
る
。

軒
、
モ
ン
ベ
ツ
川
鰐

の
サ
ル

mm筋
は

は
九
軒
、

ア
ツ
ヘ
ツ
川
筋
は
、

ニ
イ
カ
ツ

の
み
で
あ
れ
ば

サ
ル

ブ
場
所
分
の
も
の
も
加
え
る
と
四
軒
と
な
る
。

サ
ル
山
川
麓
に
は
大
コ
タ
ン
が
分
布
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
文
化
六

年
に
は

。
軒
以
上
が
九
コ
タ
ン
あ
り
、
そ
の

コ
タ

は

。
軒
以
上
が
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第八表 サル場所コタン・コタン議事…覧

資料 犬養聖書雪 鍛五設き関経 怒涛S~ 入 jと記 午日誌 妻子 綬

コタン〔劾，) 戸数 人数 コタン 戸数 人数 p費支 人数 戸数 人数 戸数 人数

サノレブ 15 O 13 64 14 67 3 事

トン 先 ム 10 42 
ヲコタノサん ム ム

ヒタラバ 3 18 

ヒ ラ カ 25 25 145 25 144 24 120 24 120 
シュムンコア 告 17 90 20 90 23 96 23 95 

10 O ム10
令子 フ

，、， 
19 81 19 81 

(ヘンケ}ぉナ 25 O 16 66 17 76 ム

へγケヒ苦守トルヂぜ 17 O どL

〈ピヲJ 、ラウ廷内ト炉イヲ〉 28 151 33 158 31 160 31 160 
ニプタエ 11 25 11母 25 107 8 38 
ピパウ γ 10 ム10 15 68 
舟ンカン 2 O ム 2 3 14 

'""'ユナツミフ ム

〈ナ:l ~ 13 。ム13 12 48 
シケレヘ 8 30 

句" 3 イ 5 O 24 103 32 118 14 58 
ヌフケベツ g s 48 7 44 10 45 10 45 
そ ピ フ g ム 1

ヲサアナイ 11 7 33 s 36 7 30 7 30 
ホロケアマツフ 7 ム 7

::; 妙ノシ 5 O 17 85 19 91 23 91 23 91 
イケ争〆す 6 。ム自
ヲイサルンベ ム

ホンユPチセナイ 2 喜

クヲナイ 1 4 

モベア{ヲサヅナ{) 11 O s 46 主 46 12 56 
マラフト内ハ'/t1 ム

ぷナ7iズタツFヲ) 6 8 43 5 28 品 26 s 26 
カムイシアタノレ ム2.3

カ f、 リ 18 21 101 24 104 21 98 
グマチト品 ム 4

a ウシヤ ムム2

アツヘヅブト 2 13 56 5 
ケナシタシナイ 2 8 2 8 

'" p ハタツ 2 10 2 10 
ホン タナイ 12 会11 48 自 26 s 26 
プレナイ

ヲサツナイ

7 カ ン 1 1 1 1 

ヲン子ウわゆア

そトカンとベフ

ハγケヲキアγ 2 12 2 12 

ムイ子ヒ ム

記 ウ 4 

t ラ 1を

ナ ヌ ニユ 3 14 3 14 

f態考 会:ホン品グナイとリヒラの会員十数
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ン
も
含
ま
れ
て
い
る
し
、
安
政
五
年
に
も
一

O
軒
以
上
が
一

O
コ
タ
ン
あ
り
、

そ
の
中
に
二

O
軒
以
上
が
四
コ
タ
ン
も
含
ま
れ
て
い
る
。
川
筋
に
こ
の
よ
う
な

大
コ
タ
ン
が
並
ぶ
の
は
サ
ル
川
筋
の
み
で
あ
り
、
特
異
な
例
と
な
っ
て
い
る
。

寛
文
期
の
サ
ル
は
家
数
が
「
二

O
軒
ば
か
り
」
で
、
一
二
名
の
「
お
と
な
」
が

い
た
(
『
津
軽
一
統
志
』
)
。
こ
の
こ
と
は
、

サ
ル
川
筋
に
三
コ
タ
ン
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
の
コ
タ
ン
の
存
在
を
思
わ
せ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
な

ら
、
当
時
の
サ
ル
川
筋
は
、
多
数
の
ア
イ
ヌ
を
居
住
さ
せ
得
る
程
に
川
漁
、
山

猟
が
豊
か
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
寛
政
期
の
初
め
に
は
、
産
物
に
鮭
が
見
当
た
ら
な
い
(
『
東
蝦
夷
地

道
中
記
』
)
。
享
和
二
(
一
八

O
一
)
年
は
「
以
前
ハ
寒
中
ヨ
リ
春
マ
デ
鹿
猟
ヲ

ナ
セ
シ
ガ
近
来
此
猟
ナ
シ
」
(
『
東
蝦
夷
周
覧
』
)
、
文
化
六
年
は
「
七
月
頃
よ
り

鮭
魚
昇
る
と
い
へ
共
至
て
少
し
」
(
『
大
概
書
』
)
で
あ
り
、
当
時
は
、
自
然
が
貧

し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、

サ
ル
川
筋
の
住
民
は
サ
ル
川
筋

江戸時代後期における東蝦夷地のアイヌ集落付

の
川
漁
だ
け
で
は
十
分
な
冬
の
食
料
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
て
、
冬
分
の
食

料
は
「
千
年
川
鮭
漁
出
稼
致
し
食
糧
を
貯
へ
」
(
『
大
概
書
』
)
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
程
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
和
人
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
本
場
所
に
対
し

て
ご
体
夷
人
大
勢
に
て
産
物
乏
し
き
場
所
故
、
夷
人
経
営
不
宣
方
也
」
(
『
大

概
書
』
)
と
の
評
を
与
え
て
い
る
。

『
大
概
書
』
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
四
季
の
生
活
を
見
る
と
、
春
は
「
海
辺
へ
出

て
釣
物
を
な
し
」
、
夏
は
「
生
海
鼠
を
引
、
昆
布
を
刈
」
り
、
前
記
引
用
の
よ
う

に
、
秋
に
は
「
千
年
川
鮭
漁
出
稼
致
し
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
冬
は
「
山
家
へ

又
は
網
を
捺
へ
、
組
縄
を
な
ひ
、
女
は
厚
し
を
織
、
キ
ナ
鑑
を

帰
り
、
漁
船
、

編
み
」
で
あ
っ
た
。

な
お
、
「
男
女
共
春
よ
り
秋
迄
漁
業
手
透
の
節
は
粟
稗
を
作
り
、
或
は
茎
立
の

草
、
同
根
を
刈
取
、
魚
へ
交
て
食
糧
の
資
と
す
」
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
一

O
年

の
農
業
の
担
い
手
は
、

た
し
か
に
「
男
女
共
」
に
で
あ
っ
て
も
、
「
夷
人
の
中
に

て
も
不
具
な
る
も
の
欺
老
男
女
欺
漁
事
不
達
者
の
者
計
致
す
な
り
」
(
木
村
『
蝦

夷
日
記
』
)
で
あ
っ
た
。
前
松
前
藩
時
代
末
期
の
農
業
は
、
海
辺
の
漁
業
労
働
に

耐
え
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
不
向
き
で
コ
タ
ン
に
残
る
者
の
仕
事
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
文
化
期
の
農
業
の
担
い
手
も
、
実
際
に
は
、
こ
れ
と
変
わ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

文
化
六
年
、
本
場
所
の
番
屋
は
本
場
所
内
の
フ
ク
モ
ミ
、

シ
ノ
タ
イ
、
ミ
ツ

イ
シ
場
所
の
ヘ
ッ
ト
ウ
カ
リ
、

シ
リ
イ
ト
に
置

ウ
ラ
カ
ワ
場
所
の
ヲ
ニ
ウ
シ
、

か
れ
て
い
た
(
『
東
行
漫
筆
』
)
が
、
前
記
引
用
の
春
か
ら
夏
ま
で
の
彼
ら
の
生

活
は
、
こ
れ
ら
番
屋
所
在
地
で
の
も
の
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。
『
大
概
書
』

に
よ
る
と
、
本
場
所
の
番
屋
で
の
労
働
は
、
「
夷
人
に
番
人
壱
人
宛
差
添
、
二
月

中
旬
よ
り
罷
越
、

八
月
中
旬
引
払
」
で
あ
っ
た
。
ミ
ツ
イ
シ
場
所
の
番
屋
で
の

労
働
は
、
ウ
ラ
カ
ワ
場
所
の
番
屋
で
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
「
夏
土
用
頃
よ

り
夷
人
に
番
人
差
添
罷
越
、

八
月
初
め
引
払
」
で
あ
っ
た
。
前
述
の
コ
タ
ン
に

残
り
、
農
業
に
従
事
す
る
者
は
、
こ
の
番
屋
で
の
労
働
に
耐
え
ら
れ
な
い
、
あ

る
い
は
不
向
き
の
者
達
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

安
政
期
の
彼
ら
の
生
活
も
文
化
期
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
が
春
か

ら
秋
に
か
け
て
労
働
す
る
所
は
更
に
遠
く
な
り
、
西
蝦
夷
地
の
ア
ツ
夕
、

ル
ナ
イ
(
『
東
蝦
夷
地
場
所
請
ヨ
リ
申
上
』
)

へ
、
ま
た
、

ア
ツ
ケ
シ
場
所
シ
リ

シ
ユ
ツ
浜
中
へ
も
及
ん
で
い
た
(
『
戊
午
日
誌
』
)
。

安
政
五
年
、
和
人
の
労
働
に
従
事
し
、

コ
タ
ン
を
離
れ
て
い
る
者
は
、
遠
藤

- 41-
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論
文
に
よ
る
と
も
場
所
全
体
で
は

間
関
誌
で
あ
っ
た
と
い
う
。
吋
戊
午
呂
誌
切
に

い
数
字
だ
け
を
記
す
が
、

よ
っ
て
、
川
筋
毎
の
そ
れ
を
見
る
と
、
説
場
一
所

八
人
中
三
二
五
入
、

サ
ル
出
額
で
は
二
一

一
七
八
軒
、

間
%
で

あ
る
。

モ
ン
ベ
ツ
川
勝
で
は
一
二
軒
中

九
四
人
中
二
七
人
、
二
九
%

で
あ
る
。
ア
ツ
ベ
ツ
川
筋
で
は

一
O
軒
、
七
六
人
中
一
五
人
、
二
O
%

で
あ
る
。

サ
ル
川
川
筋
の
コ
タ
ン
は
、
文
化
期
か
ら
安
政
閣
に
か
け
て
の
簡
に
、

移
動
と
消
滅
が
見
ら
れ
る
。
安
政
一
二
年
に

タ
ン
跡
と
し

L 、

る

も
の
は
九

ハ
吋
姐
浦
日
記
ち
で
あ
る
が
、
文
記
顛
の
つ
タ
ン
が
治
滅
し
て

コ
タ
ン

な
っ
た
も
の
は
七
ケ
所
で
あ
る
。
そ
の
七
ケ
一
併
は
、
同
五
年
の

で
は
四
ケ
所
に
議
少
す
る
。
他
の
三
ケ
一
昨
は
、
依
然
と
し
て
コ
タ
ン

た
か
ら
で
あ
る

一
一
ナ
の
二

移
動
し
た
コ
タ
ン
は
ヒ
ラ
ト
ヲ
、

コ
タ
ン
で
あ
る
ぬ
戊
午
日
誌
号
。

一
フ
パ
へ

ヒ
ラ
ト
リ
は
ヲ
ハ
ウ
シ
ナ
イ
ヘ
、

の
コ
タ
ン
移
動
時
撲
は
、
何
れ
も

一
ナ
は
サ

い
う
こ
と
で
あ
る

の
で
、

の
明
楚
滞
日
記
円

が
記
す
コ
タ
ン
は
援
に
移
動
し
て
し
ま
っ
て
い
た
も
の

な
ふ‘ィ。

コ
タ
ン
名
は
移
動
後
も
変
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、

い
う
こ

と
で
あ
る
が
、

ホ
ロ
ニ
ナ
ツ
ミ
ブ
の
エ
ナ
ツ
ミ
フ
村
は
そ
ン
ヘ
ツ
民
鎮
の
ク
ッ

タ
ラ
ヘ
移
動
し
て
い
る

(九〉

イ
カ
ツ
フ
場
所

ハ
一
入
O
八
)

IJ) 

ロ
は
七
一
軒

る
。
以
後
の
一
戸
口
は
す
〈
政
五
年
八

正
八
人
主
文
政
壬
午
野
作
一
戸
主
表
』
〉
、

安
政

一
一
一
入
八
人

…
0
入

会

入

同
四
年
一
代一一一…
v

間
五
年
一

C
六
軒
四
O
一
一
人
完
成
午
日
聴
い
〉
で
あ
る
。

文
也
捕
、
安
政
期
と
も
に
コ
タ
ン
は
全
て
出
舗
に
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
第
九

の
通
り
で
あ
る
ο

川
筋
の

コ
タ
ン
あ
た
り
の
平
均
戸
数
を
見
る
と
、

ア
ツ
ヘ
ツ
川
第
は
ニ
イ

の

の
み
で
あ
る
が
、
文
北
五
年
に

ニ
イ
カ
ッ
プ
郎
筋
は
文
化
五
年
に

で
い
る
。
両
川
筋
、
と
も
に
、
安
政
五
年
の

小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
、

に
四
軒
と
な
っ

カ
ッ
プ

て
い
る
。

安
政
五
年
に
六
軒
と
な
っ

ペコ

文
化
五
年
に
は
ア
ツ
ベ
ツ
刑
務
が

で
あ
る
の
に
対
し
、
安
政
宜
年
に
は
ブ
ツ
ベ
ツ
民
筋
、
が
穴
コ
タ
ン
、

一
一
イ
カ
ツ

コ
タ
ン
、

一
イ
カ
ッ
プ
川
鱗
が
七
コ
タ
ン

ブ
刑
筋
が
一
回
コ
タ
ン
と
、

コ
タ
ン
数
が
何
れ
も
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っ
て
い
る
。
掲
出

態
と
も
、
安
政
一
立
年
の
一
戸
数
は
増
し
て
い

そ
の
増
加
率
捻
ア
ツ
ベ
ツ
肝

と

館
で
三
七
%
、

イ
カ
ツ
フ
許
諾
で
四
七
克
で
あ
る
。
平
均
一
戸
数
が
減
少
し
た

の
は
、
コ
タ
ン
数
の
増
加
率
が
一
戸
数
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

に
よ
る
と
、
和
人
は
、
本
場
所
会
サ
ル
場
所
と
詞
じ
く
、

体

援
物
乏
し
き
夷
人
経
営
不
宣
場
所
也
」

民
立
「
砂
鳥
荷
ハ
引
薦
者
註

て
い
る
。
認
警
は
、
当
時
、
住

〉
場
所
へ
昆
布
出
稼
い
し
、
「
勇
武
津

シ
ヤ
γ

奥
ム
イ
チ
ヤ
リ
川
へ
鮭
漁
出
稼
」
し
て
い
る
こ

て
い
る
。
当
時

場
所
は
、
議
漁
も
、
川
漁
も
不
接
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

な
お
、
同
書
に
よ
っ
て
鮭
漁
を
見
る
と
、

イ
カ
ツ
フ
烈
に
つ
い
て
「
入
丹

援
よ
り
鮭
魚
昇
り
英
人
食
料
と
な
す
。
残
り
子
立
荷
物

L
」
、
ア
ツ
へ

ツ
加
に
つ
い
て
は
、
「
昇
鮭
あ
れ
と
も
査

て
い
る
。
冬
分
の
食



江戸符代後期における業綴き築地のアイヌ重義務付

ニイカツフ場所コタンーコタン鱗…覧

資料 大級書 議金室苦芸堅者 延浦町aG 入 ~t te E主午Ela五 野 事長

コタン P童文 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数

アツ伊、ツブト 22 84 

ケナシタシナイ

ホロハタ 7 2 13 5 22 

ホンユタナイ

7 レナイ 5 19 6 20 

ヲサアナイ 4 

7 カ ン 1 3 1 3 

ヲ/子守 ~I'カフ 8 3 17 3 17 

モト書ン記ベア ? 24 7 24 

ハンケヲキ7シ *21 吉9

ムイ子と iミ

ヒ ウ ぎを 4 14 4 14 

ヒ フ 番

ナ ヌ

ホロセツフ s 

ニイカップヘツ 3 

夕方イサラ 15 C 18 62 19 69 17 58 17 58 

:ケルイ O 
トキセベツ O 
キロハタツ 3 き

ソザ J、ライ 10 O 13 51 25 74 20 63 20 63 

7子イサラ 4 。 16 72 18 83 15 69 18 83 

サトアチヤ 6 ム 6 3 14 

ウ J， 寺 ム

マウニシヨロ s 2宮 5 14 3 10 5 14 

バンケウγマエブ 2 4 

アタマウ 草 l s l 6 
ヲチ守シ 3 12 3 12 

フルケシ O 9 37 8 32 ム

11 '7 ダミ 4 O ム 4 2 33 g 33 

7シヤマウニ 9 13 1 尋 l 品

タツタルシ 1 き 1 告

シユ子ナイ s ム s l 3 1 3 

ヤムヲツカ 5 18 5 18 

第九袋

料
確
保
は
、

一
イ
カ
ツ
フ
川
筋
の
住
民

:
、
:
、

ふ
れ
日
を
し

v

，D

ア
ツ
ベ
ツ
川
筋
の

住
民
に

の
不
安
が
あ
っ
た
か
の

ょ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、

ア
ツ
ベ
ツ
川

の
生
民
も
、
本
来
的
に
は
そ
れ
の
確

保
は
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

カ

り
に
、
当
時
時
確
保
が
不
可
能
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
ム
イ
チ
ヤ
リ
鮭
漁
出
稼
ぎ

会
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
う
な
っ
た

の

く
最
近
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

ム
イ
チ
ヤ
ジ
へ
の
鮭
漁
出
議
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ぎ
は
、
文
化
先
年
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る

が
記
す
往
民
の
生
活
は
、

女:ハンケヲキア γ とりとラ<J)余計数

春
は
「
海
浜
え
山
山
て
鈴
も
の
を
な
し
」

で
あ
る
。
夏
拭
ア
ツ
ベ
ツ
で
、
「
生
揚
銀
総

会
¥
シ
ツ
ナ

ブ
ツ
シ
で

る
の
で
あ
っ

秋
は

蔀
記
の

ぃ、
h

品、は

J¥ 

帰
り
、
漁
船
、
船
轄
を
他
府
、
相
伽
縄
を
な

ひ
、
女
は
厚
し
、
キ
ナ
鑑
を
編
み
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、

り

備考

の
節
は
粟
、
稗
を
作
り
」
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で
あ
る
。

住
民
の
安
政
二
年
の
生
活
は
、
月
を
追
っ
て
記
す
と
、
「
五
月
入
梅
比
ヨ
リ
八

月
中
迄
鰯
漁
」
、
「
六
月
土
用
中
昆
布
取
」
、
「
五
月
下
旬
ヨ
リ
六
月
中
煎
海
鼠
猟

漁
」
、
「
九
月
中
ヨ
リ
年
ニ
寄
十
月
迄
鮭
漁
」
、
「
十
一
月
ヨ
リ
十
二
月
中
御
軽
物

小
隼
類
猟
業
」
、
「
正
月
ヨ
リ
二
月
中
鹿
猟
」
(
『
東
蝦
夷
地
場
所
請
ヨ
リ
申
上
』
)

で
あ
っ
た
。
安
政
期
の
生
活
は
、
基
本
的
に
は
文
化
期
の
生
活
と
少
し
も
変
わ

る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

住
民
の
海
岸
の
生
活
は
、
文
化
期
、
安
政
期
と
も
に
和
人
漁
業
の
労
働
に
従

事
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
安
政
五
年
、
そ
の
た
め
に
コ
タ
ン
離
れ
て
い
る
者

は
、
遠
藤
論
文
に
よ
る
と
二
八
%
で
あ
る
。
川
筋
別
に
見
る
(
前
場
所
に
な
ら

い
数
字
の
み
を
記
す
)
と
、

ア
ツ
ベ
ツ
川
筋
(
ニ
イ
カ
ツ
フ
場
所
分
の
み
)

二
二
軒
中
一
五
軒
、
九
O
人
中
一
四
人
、

一
六
%
で
あ
る
。

一
イ
カ
ツ
フ
川
筋

で
は
八
四
軒
中
五
三
軒
、
三
一
二
人
中
七
九
人
、
二
五
%
で
あ
る
。
な
お
、

ツ
ベ
ツ
川
筋
で
は
、

サ
ル
場
所
の
場
合
に
は
コ
タ
ン
を
離
れ
て
い
る
者
の
比
率

が
二
O
%
で
あ
っ
た
の
で
、
本
場
所
の
方
が
少
し
ば
か
り
低
率
で
あ
る
。

(

一

O
)

シ
ツ
ナ
イ
場
所

『
大
概
書
』
が
記
す
文
化
期
の
戸
口
は
一
二
三
軒
五
五
四
人
で
あ
る
が
、
調
査

年
度
が
-
記
さ
れ
て
い
な
い
。
同
書
の
戸
口
は
、
文
化
六
年
の
『
東
行
漫
筆
」
が

記
す
戸
口
一
一
一
二
軒
五
二
九
人
と
一
致
し
な
い
が
、
『
廻
浦
日
記
』
が
文
化
六
年

か
り
に
『
大
概

改
め
と
し
て
記
し
て
い
る
数
字
と
は
一
致
す
る
。
こ
こ
で
は
、

霊
園
』
を
文
化
六
年
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

安
政
期
の
戸
口
は
、
安
政
二
年
一
二
七
軒
六
回
二
人
(
『
東
蝦
夷
日
誌
』
)
、
同

三
年
二
一
七
軒
六
五
八
人
(
『
廻
浦
日
記
』
)
、
同
四
年
一
二
八
軒
六
七
五
人
(
『
入

北
記
ち
で
あ
る
。
な
お
、
『
戊
午
日
誌
』
の
基
礎
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
『
野
帳
』

の
戸
口
は
一
四
九
軒
八
三
三
人
で
あ
る
。
こ
の
基
礎
資
料
の
戸
口

が
四
年
の
も
の
か
、
五
年
の
も
の
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
何
れ
の

年
の
も
の
と
し
て
も
、
『
廻
浦
日
記
』
、
『
入
北
記
』
に
-
記
さ
れ
て
い
る
戸
口
と
の

違
い
が
大
き
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。

コ
タ
ン
の
分
布
を
見
る
と
、
文
化
期
は
海
岸
に
五
コ
タ
ン
、
川
筋
に
一
六
コ

タ
ン
(
『
大
概
書
』
)
あ
り
、
安
政
期
は
海
岸
に
五
コ
タ
ン
(
『
廻
浦
日
記
』
、
『
野

帳
』
)
、
川
筋
に
二
九
コ
タ
ン
(
『
野
帳
』
、
『
『
戊
午
日
誌
』
)
あ
る
。
本
場
所
の
コ

t土

タ
ン
の
分
布
は
内
陸
型
と
い
っ
て
良
い
の
で
あ
る
が
、
文
化
期
に
は
、
意
外
に

海
岸
の
コ
タ
ン
が
多
く
、
そ
の
比
率
は
二
四
%
に
も
な
っ
て
い
る
。
安
政
期
に

ア

は
海
岸
コ
タ
ン
が
減
少
し
て
い
て
、

一
五
%
で
あ
る
。
な
お
、
安
政
三
、

四
年

と
同
五
年
と
の
コ
タ
ン
数
に
は
相
当
に
大
き
い
違
い
が
あ
る
が
、
こ
の
違
い
は

安
政
三
、

四
年
が
村
で
、
同
五
年
は
コ
タ
ン
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

複
数
の
コ
タ
ン
が
分
布
す
る
川
筋
に
つ
い
て
、

数
を
見
る
と
、
シ
ビ
チ
ヤ
リ
川
筋
が
文
化
期
に
五
軒
、
安
政
期
に
六
軒
で
あ
り
、

モ
ン
ベ
ツ
川
筋
で
は
文
化
期
が
入
軒
、
安
政
期
に
三
軒
で
あ
る
。
ブ
ツ
シ
川
筋

一
コ
タ
ン
あ
た
り
の
平
均
戸

は
安
政
期
の
み
で
、

五
軒
で
あ
る
。

文
化
期
の
住
民
の
生
活
は
、
『
大
概
書
』
に
よ
る
と
、
春
は
『
海
浜
え
出
て
釣

も
の
を
な
し
」
、
夏
は
番
屋
の
所
在
地
、

ヲ
ア
ト
シ
ユ
マ
、

チ
ノ
ミ
で
「
昆
布
を

刈
」
る
の
で
あ
る
。
秋
に
は
「
シ
ヒ
チ
ャ
リ
川
に
て
鮭
を
漁
し
食
料
に
貯
へ
、
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第十褒 シツナイ場所コタン・コタン議事…策

資料 大級議 綴全爽図 ま阪湾S記 入北記 jえt:p日誌 華子 線

ヨタン〈議事) 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数

シピチヤリワト 2 3告 175 40 185 6 33 6 33 

メ ナ O 
シンプア 5 O O 
サ ツ 5 30 5 30 
べハ，内、 ウ 7 O O 1 2 1 2 

ぜ予J、ウシナイ O 
バナプト 2 O ム 2 8 4号 8 49 

へツウトル 5 。ム 6
トウブア 5 O 4 24 4 24 13 78 13 78 

イヲフパ4ア出レf:i1l 3 O 3 12 3 11 12 67 12 67 

ヌ プ j) O 5 、 22 5 23 3 24 6 

ヌフカウシコ7 O 
タアコサン 7 ム 7

ルベシベ 6 O 2 13 3 16 11 58 10 50 

メナヲロ 2 7 4 25 

マタンペツプト 5 O 16 78 16 79 号 44 告 44 

ノヤシヤ F 9 O 3 1号 3 20 2 17 2 17 

イチプエイ 7 O 5 22 5 20 4 22 4 22 

ベンケヘラリ O 2 12 2 12 

チヌ£とラ 4 22 4 24 

2 O ム 2 A 

マウタシヤフ 2 ム 2

ウセナイ O 
ウ フ 4 s 45 8 45 事 45 

そンベツフト 1 き 60 9 61 l 7 1 7 

アンサミ 2 12 2 12 

セホアナイ 2 13 2 13 

シトカフ 4 1 7 1 7 

チ尭フンナイ 1 8 1 8 

ト守アウγナイ 4 25 4 25 

"'ロナイ 8 44 9 48 

ユウルシ 1 10 1 10 
プュ - 2 12 2 12 

サヌシベ 4 14 4 14 

ヘデ守コと 1 4 2 4 

ヌブトロヲマナイ 6 

チ / 
、悶、、 s ムs

シ 2ヨシヨシナイ 3 14 3 15 2 11 

?コツナイ ム2，3

シツラーイ 7 12 81 12 86 s 40 
チヤザセナイ 4 21 4 20 

ラシ ツヘ 11 12 64 13 70 

ホンラシエ&γへ ム

7' ア シ 3 ム 3 1 7 

ホトウニι ン 3 21 

フレウシ 13 74 

へテ守コヒ 長 15 
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余
は
干
立
荷
物
に
出
し
」
、
冬
は
「
山
家
え
帰
り
漁
船
、
網
を
搭
へ
、
梅
縄
を
な

ひ
、
女
は
厚
し
、

キ
ナ
建
を
編
み
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
「
春
よ
り
秋
迄
漁
業
手

透
の
節
は
粟
、
稗
を
作
り
、
或
は
茎
立
の
草
、
同
根
を
刈
」
る
の
で
あ
る
。

『
東
蝦
夷
地
道
中
記
』
に
よ
る
と
、
本
場
所
の
出
産
物
は
「
緋
を
第
一
の
荷
物
」

と
す
る
が
、
「
其
外
か
す
べ
、
煎
海
鼠
、
昆
布
」
で
あ
る
。
海
漁
が
豊
か
で
、
和

人
漁
業
に
と
っ
て
利
の
多
い
場
所
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
前
松
前
藩
時
代
末
の
運

上
金
は
、

ユ
ウ
フ
ツ
場
所
の
三
六
O
両
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
近
隣
の
場
所

を
圧
し
て
二
八
O
両
と
い
う
高
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
和
人
漁
業
の
好
況
と
深
い

か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
本
場
所
の
住
民
の
生
活
は
ご
体
産
物
乏

し
か
ら
ざ
る
場
所
故
、
夷
人
経
営
も
宣
方
也
」
と
の
評
を
得
て
い
る
。

安
政
期
の
住
民
の
生
活
は
、
基
本
的
に
は
文
化
期
と
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
が
、
春
は
「
鱈
漁
・
:
中
略
:
・
近
年
ニ
至
リ
一
切
漁
事
無
御
座
候
。
依
テ
春
中

二
新
材
伐
出
シ
、
又
ハ
道
、
橋
普
請
等
仕
」
で
あ
り
、
海
岸
で
の
春
の
労
働
は
、

釣
も
の
か
ら
土
木
工
事
に
代
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
夏
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

に
「
海
鼠
引
」
、
「
昆
布
ハ
例
年
夏
土
用
入
ヨ
リ
刈
取
仕
八
月
中
旬
」
迄
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
に
新
し
く
「
入
梅
前
後
ヨ
リ
」
「
七
月
筋
迄
」
の
鰯
漁
が
加
わ
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
が
彼
ら
本
来
の
生
活
に
一
る
の
で
あ
る
が
、
「
小
雪
ノ
比
ヨ

リ
」
「
冬
至
之
比
迄
」
川
筋
で
鮭
漁
を
行
い
、
「
明
春
正
月
下
旬
比
迄
」
ま
で
毘

猟
を
行
う
の
で
あ
っ
た
(
『
東
蝦
夷
地
場
所
請
ヨ
リ
申
上
』
)
。

安
政
五
年
、

コ
タ
ン
を
離
れ
、
海
岸
で
の
労
働
に
従
事
す
る
者
は
、
遠
藤
論

文
に
よ
る
と
、

シ
ピ
チ
ヤ
リ
、

モ
ン
ベ
ツ
の
両
川
筋
で
は
、
住
民
の
五
二
%
に

達
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
を
川
筋
別
に
見
る
(
前
場
所
に
な
ら
な
い
数
字
の

み
記
す
)
と
、

シ
ビ
チ
ヤ
リ
川
筋
が
八
二
軒
中
七
九
軒
、

四
六
五
人
中
二

0
0

人
、
四
三
%
で
あ
る
。

一
五
六
人
中

モ
ン
ベ
ツ
川
筋
で
は
二
七
軒
中
二
四
軒
、

一
二
五
人
、

八
O
%
で
あ
っ
た
。

fヘ

ミ
ツ
イ
シ
場
所

¥ーノ

(
三
四
)

戸
口
は
文
化
六
年
が
六
O
軒
二
七
一
人
(
『
大
概
書
』
)
で
あ
り
、
文
政
五
年

に
は
五
七
軒
二
二
一
人
会
文
政
壬
午
野
作
戸
口
表
』
)
で
あ
る
の
で
、
戸
口
は

前
幕
府
時
代
に
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
後
松
前
藩
時
代
を
経
過
し
た
安
政

三
年
に
は
更
に
減
少
し
、

四
九
軒
二
二
四
人
(
『
廻
浦
日
記
』
)
と
な
っ
て
い
る
。

同
四
年
の
戸
口
は
極
徴
の
増
加
で
、

四
九
軒
二
二
六
人
(
『
入
北
記
』
)
、
あ
る
い

は
五
五
軒
二
二
七
人
(
『
野
帳
』
)
で
あ
る
。

一
O
コ
タ
ン
の
全

文
化
六
年
の
コ
タ
ン
は
海
岸
に
分
布
す
る
も
の
が
な
く
、

て
が
川
筋
に
分
布
し
て
い
た
(
『
大
概
書
』
)
。
安
政
三
年
は
海
岸
に
三
コ
タ
ン
、

川
筋
に
一
O
コ
タ
ン
が
分
布
し
て
い
た
(
『
廻
浦
日
記
」
)
。
安
政
四
年
の
コ
タ
ン

は
、
『
入
北
記
』
に
よ
れ
ば
『
廻
浦
日
記
』
と
同
じ
で
あ
り
、
『
野
帳
』

に
よ
れ

ば
海
岸
に
一
コ
タ
ン
、
川
筋
に
一
一
コ
タ
ン
が
分
布
す
る
こ
と
に
な
る
。

文
化
六
年
の
コ
タ
ン
戸
数
の
合
計
は
総
戸
数
に
九
軒
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ

は
コ
タ
ン
記
載
に
洩
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
文
化
二
年
に
は

海
岸
に
二
コ
タ
ン
、

五
軒
)
が
記
録

ニ
ノ
コ
シ

(
二
、
三
軒
)
と
三
石
(
四
、

さ
れ
て
い
る
(
『
東
蝦
夷
地
紀
行
』
)
。
こ
れ
ら
二
コ
タ
ン
の
戸
数
が
、
前
記
の
総

戸
数
に
不
足
す
る
九
軒
に
見
合
う
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の
二
コ
タ
ン
が
、

文
化
六
年
の
資
料
に
洩
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

川
筋
で
の
一
コ
タ
ン
あ
た
り
の
平
均
戸
数
を
見
る
と
、
文
化
期
に
は
ミ
ツ
イ
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ミツイシ場所コタン・コタン暴挙一覧

望号 事寺 大概書 綴全夷図 廻書普段総 入北言己 野線(臼年) 戊主Hl総

コタン 戸数 人数 タン 肉筆立 人数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数

ニ/ コシ 3 12 3 12 
カシュシニク ム2，3
ミツイシ(すハア〉 。 2 9 2 9 1 品

コイ トイ 1 8 1 8 
γ ユアブ ム 2
ミツイシ(iトシ)フト 1 4 1 4 
とイシュンヒハフ 11 11 53 11 53 4 19 4 19 

10 50 10 51 13 40 13 40 
シヤ予シユマ 5 ム 5
イマニチ 4 ム 4
ヌフシユヅ 10 宮 35 事 35 ム 1
シシャモナイ 5 22 5 22 
ルベシベ 3 ム 3 12 53 12 53 
キムンコタン 3 17 3 17 
ヘシコトリ ム 1
ケリマフブト O 1 s 1 6 2 11 2 11 
ハシ子ツフ 1 3 1 2 
すツ'iJンベツ 2 7 2 7 
タフコウ 5 ム 5
そタロウジ Z 3 16 3 16 
シロ弘-l:cフト 2 4 2 4 7 33 ? 33 
ウエン子チ 4 1 8 1 き
タフカンニ 1 4 14 4 14 
タ ト 5 3 10 3 11 
シヨナイ 3 2 1告 2 10 
ぞ ヒ ア 1 3 1 3 

表十銭

ケ
リ
マ
ツ
川
筋
が
罰
軒
で
あ
っ
た
お
大
概
書
」
)
。
安
政
践
に

〈
立
一
五
)

は
ミ
ツ
イ
シ
川
第
が
六
軒
、
ケ
ヲ
マ
ブ
刻
筋
が
一
ニ
軒
で
あ
っ
た
ぬ
戊
午
日
誌
』
〉
。

何
れ
の
山
第
で
も
安
政
期
の
平
均
戸
数
が
一
軒
小
さ
い
が
、
小
数
点
試
下
の
問

シ
川
川
務
が
七
軒
、

捨
五
入
に
よ
る
・
も
の
で
、
内
実
誌
変
化
な
し
と
考
え
て
良
い
鍛
減
で
あ
る
。

文
化
期
の
在
員
の
生
活
は
、

は
「
海
誤
に
出
て
動
物
を
な
し
L

、

は

「
生
一
議
患
を
引
、
閥
均
布
を
お
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
授
ら
が
議
漁
に
従
事

は

れ
て
い
る
ニ
ノ

シ
、
ウ
ラ
リ
で
、

顎
よ
り
罷
謀
、
秋
七
月
末
に
山
出
払
い
の
モ
あ
る

そ
こ
で
の
海
漁

の

一
一
ノ
コ
シ
で

カ
ス
ベ
、
昆
布
で
あ
る

ウ
ラ
リ
で

行
護
筆
』
)
。

秋
は

ミ
ツ
イ
シ
川
、

食
撞
貯
、

荷
物
に
出
す
」
で
あ
り
、
冬
は
「
山
家
に
帰
り
漁
船
、
備
制
を
締
へ
、
女
は
ア
ツ

ケ
ワ
γ

ブ
却
に
て

- 47-

シ
、
キ
ナ
鑓
を
編
み
」
で
あ
っ

の
節
は
粟
、
稗
を
作
り
い

ま
た
、

で
あ
っ
た

安
政
期
の
住
民
の
生
活
は
、
コ
泉
鍍
夷
地
場
所
講
読
習
指
上
』
に
よ
る
と
、

鱈
、
鱗
の
釣
り
も
の
で
あ
っ

保
年
中
ま
で

、
近
年
は
「

こ
の
釣
り
も
の
に
代
わ
る
労
肺
聞
は
、

と
い
う
こ
と

所
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
両
隣
の
場
所
合
箆
る
と
、
「
薪
切
出
シ
、
又
ハ
道
、
橋

ヲ
仕
候
」
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
と
同
じ
労
働
で
あ
っ
た
ろ
う
。

海
鼠
、
鰯
漁
、
そ
し
て
昆
布
取
で
あ
っ

こ
の
海
漁
に
詑
事
ず
る
主
な
場
一
所

ui 

へ
々
ハ
ケ
、

れ
て
い
た
ケ
リ
マ
フ
、

シ
ヲ
イ
ト
、

ヲ
ハ
フ
な
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
。
秋
は
鮫
掠
で
、
文
化
期
と
同
じ
く
ミ
ツ
イ
シ
川
、

ケ
リ
マ
ブ
加
で
行
っ
て
い
た
が
、
「
轍
夷
食
料
丈

で
、
食
料
以
上
の



人文科学論集

得
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
冬
に
は
鷹
猟
、
鹿
猟
を
行
っ
て
い
た
。

安
政
五
年
、
春
夏
の
労
働
の
た
め
コ
タ
ン
を
離
れ
る
者
は
、
遠
藤
論
文
に
よ

る
と
、
川
筋
住
民
の
七
九
%
に
も
な
っ
て
い
る
。

」
れ
を
川
筋
別
で
見
る
(
前

場
所
に
な
ら
な
い
数
字
の
み
記
す
)
と
、
ミ
ツ
イ
シ
川
筋
が
三
八
軒
中
三
一
軒
、

一
五
五
人
中
一
O
九
人
、
七
O
%
で
あ
る
。

ケ
リ
マ
フ
川
筋
で
は
二
ハ
軒
中
一

五
軒
、
六
人
人
中
五
四
人
、
七
九
%
で
あ
る
。

(

一

一

一

)

ウ
ラ
カ
ワ
場
所

戸
口
は
文
化
七
(
一
八
一
O
)
年
六
五
軒
三
七
四
人
(
『
大
概
書
』
)
、
文
政
五

年
が
七
五
軒
三
二
七
人
(
『
文
政
壬
午
野
作
戸
口
表
』
)
、
安
政
三
年
が
九
O
軒
四

(
三
七
〉

五
七
人
(
『
廻
浦
日
記
』
)
、
同
四
年
が
九
O
軒
四
六
七
人
(
『
入
北
記
』
)
、
同
五

年
が
一
O
七
軒
五
五
九
人
(
『
野
帳
」
)
で
あ
る
。
戸
口
は
文
化
か
ら
文
政
、
安

政
へ
と
順
次
増
加
し
て
い
る
。

コ
タ
ン
は
、
文
化
期
に
は
海
岸
コ
タ
ン
が
な
い
。

一
三
コ
タ
ン
の
全
て
が
川

筋
に
分
布
し
て
い
る
。
安
政
三
、

四
年
に
は
海
岸
に
一
コ
タ
ン
出
現
し
て
い
る

が
、
他
の
一
三
コ
タ
ン
は
全
て
川
筋
に
分
布
し
て
い
る
。
同
五
年
は
『
野
帳
』

(
三
八
)

と
『
戊
午
日
誌
』
と
を
併
用
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
が
、
同
三
、
四
年
と
同
じ

く
海
岸
に
分
布
す
る
の
は
一
コ
タ
ン
の
み
で
、
他
の
一
五
コ
タ
ン
は
川
筋
に
分

布
し
て
い
る
。

複
数
の
コ
タ
ン
が
分
布
す
る
川
に
つ
い
て
の
み
一
コ
タ
ン
あ
た
り
の
平
均
戸

数
を
見
る
と
、
文
化
七
年
の
ウ
ラ
カ
ワ
川
五
軒
、

ホ
ロ
ベ
ツ
川
が
五
軒
、
安
政

五
年
の
ウ
ラ
カ
ワ
川
六
軒
、

ホ
ロ
ベ
ツ
川
が
九
軒
で
あ
る
。
な
お
、
安
政
五
年

の
ホ
ロ
ベ
ツ
川
筋
に
は
シ
ヤ
マ
ニ
場
所
ア
イ
ヌ
の
コ
タ
ン

(
四
軒
二
六
人
)
が

あ
る
が
、
そ
れ
を
含
め
る
と
平
均
戸
数
は
八
軒
と
な
る
。

本
場
所
の
川
筋
に
も
、

サ
ル
川
筋
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
戸
数
の
大
き
い
コ
タ

ン
が
あ
り
、

一
O
軒
以
上
の
も
の
が
全
体
で
六
コ
タ
ン
あ
る
。
内
訳
は
ウ
ラ
カ

ワ
川
筋
に
三
コ
タ
ン
、

ム
コ
ベ
ツ
川
筋
に
一
コ
タ
ン
、

ホ
ロ
ベ
ツ
川
筋
に
二
コ

タ
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
川
筋
に
は
鮭
が
遡
上
し
(
『
大
概
書
』
)
、

コ
タ
ン
住

民
の
冬
分
の
食
料
確
保
に
困
難
は
な
か
っ
た
。

文
化
期
の
住
民
の
生
活
を
、
『
大
概
書
』
に
よ
っ
て
見
る
と
、
彼
ら
は
、
ま
づ

「
二
、
三
月
よ
り
妻
子
を
連
て
浜
辺
へ
出
、
小
屋
を
建
」
て
る
と
い
う
。
彼
ら

が
小
屋
を
建
て
る
所
は
ど
こ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
が
居
住
す
る
川
の

河
口
部
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、
イ
カ
ン
タ
イ
、

シ
リ
エ
ン
ロ
モ
に
番

屋
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
は
「
番
人
壱
人
宛
差
添
夏
四
月
頃
よ
り
罷
越
、
秋

八
月
中
引
払
」
う
所
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
が
小
屋
を
建
て
る
所
は
、
こ
の
番
屋

の
所
在
地
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
大
概
書
」
は
何
も

記
し
て
い
な
い
が
、
春
は
「
椎
茸
を
取
り
、
鱈
、
を
釣
、
女
夷
は
喰
物
に
相
成

草
類
杯
を
取
り
飯
料
を
貯
」
え
、

四
、
五
月
頃
に
は
「
鮫
、
煎
海
鼠
を
取
」
り
、

六
月
頃
よ
り
「
男
女
と
も
昆
布
を
取
」
る
の
で
あ
っ
た
。

秋
九
月
末
頃
に
な
る
と
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
タ
ン
へ

「
妻
子
不
残
罷
越

候
て
、
川
え
登
候
鮭
を
取
り
、
干
揚
飯
料
を
貯
置
、
其
余
は
荷
物
に
出
し
:
・
中

略
:
・
ア
ツ
シ
を
織
、
又
は
棉
皮
を
以
、
年
中
漁
業
の
網
等
を
捺
へ
、
又
は
漁
船

を
作
り
杯
し
て
山
に
越
年
致
」
す
の
で
あ
る
。

安
政
期
の
住
民
の
生
活
を
、
『
東
蝦
夷
地
場
所
請
ヨ
リ
申
上
』
に
よ
っ
て
見
る

と
、
春
は
「
鱈
漁
、
先
年
迄
相
応
ニ
有
之
候
得
共
、
近
年
二
至
一
切
漁
事
無
御

- 48-
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ウラカワ場所コタン・コタン鯵一覧

資料
大級審 全車設予長議請 一」…ご ~t 記 五立午民総 聖子 事長

コタ;/(暴露〉 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数 | 
ウラカワヅト l O 1 

ウンケトイ 2 s 
ヒラキウカ 4 21 5 26 3 16 5 24 

ヌンヘトウ 3 ム 3

ト?iンタラ 13 54議 13 53 5 22 14 61 

んそウシ 5 22 

イチヤヤ、 4 17 

フウレトウ 4 ム 4

ウエンコタン 2 ム 3

トルケシ 3 2 g 2 2 3 15 

エハト I~ 5 3 15 2 15 2 11 2 11 

'"守ルシ 品 26 4 27 

ケナシトマツフ 3 ム 3

予イベツ 4 27 

ア子妙手 4 2 11 2 12 10 3事 11 51 

イカベツ 8 lO 55 lO 58 13 71 13 71 

ヌ プ カ 9 11 54 11 54 13 76 13 76 I 

イカンタイ ム 2

ムヌヘツプト

シ日トナイ 事 ど与

タツコベワシ 9 50 10 53 1告 58 10 58 

ウロロベ γ 7 38 6 35 7 46 

チ ノ 、、喝 3 15 3 15 3 18 

シザエンノレモ ム

ホロベツフト 1 

マサプロ F 4 26 

ヲホナイ lO 11 61 11 61 

パラトウ 4 10 52 10 52 ム

トメナ{マフ9'/メナ) 3 10 4き 10 49 13 57 13 57 

シヤ手ヌキ O 
ヘケ νメナ s 2 事 2 き 2 10 2 10 

第十二表

依
テ
春
出
ヤ
ハ

シ
、
又
ハ

遺
構
普
請

夏
は
「
遊
間
以
ヅ
引
」
、
入
梅
前
後
か
ら
七

で
「
鰯
漁
」

る
の
で
あ
っ
た
の見

布

は
「
刷
内
年
土
用
入
認
り
刈
取
段
、

八
見

中
旬
仕
舞
一
一

る
の
で
あ
る
G

秋
の
鮫
漁
は
「
立
冬
比
ヨ
ワ
網
飾
北
、

一
相
撲
」
る
と
い
う
。

「
麗
孫
」
で
あ
り
、
「
期
間
春
正
丹
下

旬
比
迄
猟
事
品
は
い
る
の
で
あ
っ
た
。

安
政
五
年
、
一
一
、
二
一
月
か
ら
八
月
の

49 

で
の
、
海
岸
の
労
働
に
従
事

し
て
コ
タ
ン
を
離
れ
て
い
た
者
は
、
遠

藤
論
文
に
よ
る
と
、
七

%
で
あ
る
と

い
う
。
川
筋
裂
の
そ
れ
を
見
る

の

と
、
ウ
一
ブ
カ
ワ
川
筋
六
五

※シヤマニニ場所アイヌ

人軒、一一一

O
九
人
中
一
一
五
五
人
、

八
三
鬼
で
あ
る
。

ム
コ
ベ
ツ
出
筋
で
は

一
O
軒
中
九
軒
、
五
人
人
中
間

人

七

…
%
で
あ
る

静審議ま
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(

一

一

一

一

)

シ
ヤ
マ
ニ
場
所

(
三
九
)

『
大
概
書
」
に
よ
る
と
、
文
化
七
年
の
戸
口
は
二
六
軒
二
ニ
九
人
、

海
岸
に
分
布
す
る
も
の
一
、
川
筋
に
分
布
す
る
も
の
三
で
あ
る
。
川
筋
は
ウ
ン

コ
タ
ン
は

ベ
川
筋
に
一
コ
タ
ン
、

シ
ヤ
マ
ニ
川
筋
に
二
コ
タ
ン
で
あ
る
。
海
岸
の
一
コ
タ

ン
は
ホ
ロ
マ
ン
ベ
ツ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
「
川
守
住
居
あ
り
」
と
記
さ
れ
て

い
る
の
み
で
、
戸
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

各
コ
タ
ン
の
戸
数
合
計
は
一
一
軒
で
あ
り
、
総
戸
数
に
一
四
、

五
軒
ほ
ど
不

足
し
て
い
る
。
他
の
資
料
に
よ
る
と
、
寛
政
三
年
は
ブ
ユ
カ
シ
マ
が
四
、
五
軒
、

ニ
カ
ン
ベ
ツ
が
「
蝦
夷
人
住
居
」
で
あ
り
(
『
東
蝦
夷
地
道
中
記
』
)
、
文
化
二
年

は
ウ
ト
マ
ン
ベ
ツ
が
四
、
五
軒
、
キ
リ
シ
タ
ン
ナ
イ
が
五
、
六
軒
で
あ
っ
た
(
『
東

蝦
夷
地
紀
行
』
)
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
と
、
『
大
概
書
」
で
の
コ
タ
ン
の
記
載

に
は
、
海
岸
コ
タ
ン
が
洩
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

安
政
三
年
の
様
子
は
、
戸
口
二
八
軒
一
八
一
人
、

コ
タ
ン
数
人
で
あ
る
。

タ
ン
の
分
布
は
海
岸
に
五
、

シ
ヤ
マ
ニ
川
筋
に
三
で
あ
る
(
『
廻
浦
日
記
』
)
。
同

四
年
は
戸
口
二
八
軒
一
八
三
人
、
コ
タ
ン
数
は
八
で
、
前
年
と
同
じ
で
あ
る
(
『
入

北
記
』
)
。

本
場
所
の
コ
タ
ン
跡
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
コ
ト

(
『
廻
浦
日
記
」
)
と
ヲ

タ
フ
ン
ベ

(
『
戊
午
日
誌
』
)

の
二
ケ
所
の
み
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
、

ヲ
タ
フ
ン

ベ
は
安
政
四
年
ま
で
コ
タ
ン
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
(
『
入
北
記
』
)
が
、

年
に
は
、
「
近
頃
:
・
中
略
・
:
ヲ
タ
フ
ン
ベ
の
土
人
、
此
川
す
じ
(
引
用
者
註

ラ
カ
ワ
場
所
ホ
ロ
ベ
ツ
川
筋
)
に
入
り
て
住
す
る
も
の
ま
た
有
る
な
り
」
(
『
戊

(四

O
)

午
日
誌
』
)
と
い
う
こ
と
で
、

住
民
(
四
軒
二
六
人
)

ホ
ロ
ベ
ツ
川
筋
マ
サ
ブ
ロ

ク
へ
移
住
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

文
化
七
年
の
男
の
生
活

は
、
春
は
「
海
浜
え
出
釣

物
を
な
し
」
、
夏
は
「
昆
布

を
刈
」
り
、
秋
は
「
ホ
ロ

ベ
ツ
川
入
会
に
て
鮭
を
取

喰
料
に
貯
」
え
、
冬
は
p

「山

家
え
帰
り
、
漁
船
、
亦
は

網
を
祷
へ
」
で
あ
る
。
女

の
生
活
は
、
春
は
「
海
浜

コ

え
出
、
布
海
苔
を
取
」
、
夏

は
「
昆
布
を
刈
、
手
透
に 』土

シヤマニ場所コタン・コタン跡一覧

資料 大概書 蝦全夷図 廻滞日記 入北記 成午日誌

コタン〔跡) 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数

ウトマンベツ 5 32 5 36 
ヲタフンベ 4 26 4 27 ム
ホンウンへ 2 

キリイカンナイ 1 5 1 5 
シヤマニベツ(プト) O 
ヲコタヌシ 4 3 16 3 16 3 16 
ヲシャラツケ 4 7 56 7 52 7 56 
ルチシホク 4 28 
，、 カ 4 28 4 29 

ヒラウトノレ 3 11 3 11 
モンベツ 1 7 1 7 
::l ト 一 ム

ホロマンヘツ O 
-'--

- 50-

第十三表

は
:
・
中
略
・
:
厚
し
を
織
、
又
す
だ
れ
を
編
み
」
で
あ
る
。
春
よ
り
秋
ま
で
の
漁

業
の
「
手
透
に
は
男
女
共
に
粟
、
稗
を
作
り
」
で
あ
る
(
『
大
概
書
』
)
。

ラ
カ
ワ
の
生
活
と
一
字
、

安
政
期
の
生
活
は
、
『
東
蝦
夷
地
場
所
請
ヨ
リ
申
上
』
に
よ
る
と
、
隣
場
所
ウ

一
句
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

五

安
政
五
年
、

シ
ヤ
マ
ニ
川
筋
の
コ
タ
ン
で
は
、
海
岸
の
労
働
に
従
事
す
る
者

が
多
く
、
一

O
O人
中
九
三
人
、
九
三
%
も
の
者
が
コ
タ
ン
を
離
れ
て
い
た
(
『
戊

ウ

午
日
誌
』
)
。



(
一
四
)

ホ
ロ
イ
ミ
ツ
場
所

(
四
一
)

『
大
概
書
』
は
、
文
化
六
年
の
戸
数
四
五
軒
一
七
七
人
を
記
す
の
み
で
、

コ

タ

ン
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
第
一
四
表
に
は
、
場
所
の
戸
数
回
五
軒
一
七
七

人
を
ホ
ロ
イ
ツ
ミ
に
記
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
会
所
が
置
か
れ
、
場
所
の
中
心

地
と
目
さ
れ
る
ホ
ロ
イ
ツ
ミ
以
外
に
記
す
と
こ
ろ
が
な
い
と
考
え
た
便
法
に
過

ぎ
な
い
。

寛
政
三
年
に
は
ニ
カ
ン
ベ
ツ
(
蝦
夷
人
住
居
)
、
シ
ヤ
ク
コ
タ
ン
(
二
、
三
軒
)
、

ホ
ロ
イ
ツ
ミ
(
七

O
人)、

シ
ョ
ウ
ヤ
(
二
軒
)
な
ど
の
五

ア
ブ
チ
(
三
軒
)
、

コ
タ
ン
が
記
録
さ
れ
て
い
る
(
『
東
蝦
夷
地
道
中
記
』
)
。
同
一

O
年
に
は
ニ
カ
ン

ベ
ツ
(
四
軒
)
、

シ
ヤ
ク
コ
タ
ン
(
二
軒
)
の
二
コ
タ
ン
が
-
記
録
さ
れ
て
い
る
(
木

村
『
蝦
夷
日
記
』
)
。
文
化
二
年
に
は
、

ア
ベ
ヤ
キ
(
川
筋
に
二
二
、
三
軒
)
、

江戸時代後期における東蝦夷地のアイヌ集落付

五
軒
)

ツ
チ
ナ
イ
(
三
軒
)
、

ホ
ロ
イ
ツ
ミ
(
三
、

四
軒
)
、

一
ケ
フ
シ
(
四
、

な
ど
の
五
コ
タ
ン
が
記
録
さ
れ
て
い
る
(
『
東
蝦
夷
地
紀
行
』
)
。

安
政
三
年
の
戸
口
二
六
軒
一
一

O
人
(
『
廻
浦
日
記
』
)
、
同
四
年
の
戸
口
二
七

軒
一

O
六
人
(
『
入
北
記
』
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、
東
蝦
夷
地
最
少
の
戸

口
で
あ
る
。

安
政
期
の
コ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
三
年
の
コ
タ
ン
数
が
六
、
分
布
は
海
岸
に

四
、
川
筋
に
二
(
『
廻
浦
日
記
』
)
で
あ
り
、

四
年
の
コ
タ
ン
数
が
九
、
分
布
は

海
岸
に
七
、
川
筋
に
二
(
『
入
北
記
』
)
で
あ
る
。

安
政
三
年
、
六
ケ
所
の
コ
タ
ン
跡
が
記
録
さ
れ
て
い
る
(
『
廻
浦
日
記
』
)
が
、

コ
タ
ン
跡
の
コ
タ
ン
時
代
は
、

一
カ
ン
ベ
ツ
が

そ
の
す
べ
て
が
海
岸
に
あ
る
。

寛
政
期
、

ヌ
ツ
チ
ナ
イ
、

一
ケ
フ
シ
、

サ
ル
、
な
ど

が
文
化
期
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
前
記
資
料
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
他

の
コ
タ
ン
跡
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。

文
化
期
の
住
民
の
生
活

は
、
春
夏
は
「
海
辺
に
出
、

小
屋
を
建
、
魚
類
、
布
海

苔
、
昆
布
を
取
」
る
の
で

あ
り
、
秋
は
「
漁
業
貧
し

ヌ

く
相
成
候
へ
は
毎
日
の
拾

い
昆
布
を
致
し
」
で
あ
っ

た
。
冬
は
「
山
中
へ
引
寵

り
」
で
あ
る
が
、
「
霜
月
頃

ホロイツミ場所コタン・コタン跡一覧

資料 大概書 蝦全夷図 廻浦日記 入北記

コタン(跡) 戸数 人数 コタン 戸数 人数 戸数 人数

ニカンヘツ ム

ホンウエンコタン ム 5
アベヤキ 3 10 3 11 
ヌツチナイ ム 1 1 2 
コンカニ 4 14 4 15 
エンルン 2 10 4 14 
ホロイツミ 45 177 O 7 41 3 12 
ニケフシ ム 3
ホンモヨロ ム 2 2 9 
コノレフル 1 7 
ケレフシ 3 6 2 4 
モセウシナイ 7 29 7 29 
ショーヤ O 
サ ノレ 、 ム 5
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第十四表

よ
り
翌
年
正
、
二
月
頃
迄
は
食
物
に
不
自
由
成
場
所
故
、
元
夷
人
共
受
会
に
て

ウ
ラ
カ
ワ
場
所
ホ
ロ
ベ
ツ
川
)

鮭
を
取
候
ホ
ロ
ベ
ツ
と
申
所
川
(
引
用
者
註

へ
男
女
共
ら
罷
越
候
に
付
、
銘
々
居
宅
に
は
老
人
と
も
を
残
し
置
守
居
為
致
、

其
上
妻
子
を
引
連
れ
・
:
中
略
・
:
ホ
ロ
ベ
ツ
え
冬
分
の
暮
し
方
に
罷
越
、
口
迄
に

は
不
残
罷
帰
る
」
の
で
あ
っ
た
(
『
大
概
書
巴
。

安
政
期
の
住
民
の
生
活
は
、
「
春
一
一
一
月
上
旬
ヨ
リ
鱈
釣
、
布
海
苔
江
掛
リ
、
四

月
中
迄
ニ
取
仕
舞
」
、
「
五
月
上
旬
比
ヨ
リ
鰯
漁
手
配
仕
」
、
「
六
月
土
用
入
ヨ
リ
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浜
中
一
円
昆
布
竿
卸
シ
取
物
ニ
相
成
、
九
月
中
浜
仕
舞
仕
」
、
「
冬
分
相
成
候
得

ハ
夷
人
共
鹿
猟
へ
掛
リ
、
正
月
中
ニ
テ
右
猟
モ
相
仕
舞
」
で
あ
っ
た
(
『
東
蝦
夷

地
場
所
請
ヨ
リ
申
上
』
)
。
こ
の
安
政
期
に
も
、
冬
に
は
山
に
引
き
龍
も
り
、
ま

た
、
ホ
ロ
ベ
ツ
川
へ
鮭
漁
の
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
の
か
、
ど
う
か
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

文
化
期
、
本
場
所
の
住
民
は
海
辺
に
夏
の
家
、
山
に
冬
の
家
を
持
っ
て
い
る

が
、
山
の
冬
の
家
は
「
夏
冬
と
も
其
所
を
本
小
屋
と
致
し
」
(
『
大
概
書
』
)
で
あ
っ

た
。
安
政
期
に
は
、
「
五
、
六
十
年
前
始
め
て
夷
村
と
な
り
し
と
」
(
『
廻
浦
日
記
』
)

と
い
う
ヲ
タ
ベ
ツ
川
筋
モ
セ
ウ
シ
ナ
イ
を
除
く
と
、
本
場
所
の
コ
タ
ン
は
、
皆

海
岸
に
分
布
し
て
い
る
。
文
化
期
か
ら
安
政
期
に
か
け
て
の
聞
に
、

コ
タ
ン
の

分
布
は
山
か
ら
海
岸
へ
と
一
変
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

文
化
二
年
の
ア
ベ
ヤ
キ
は
、
「
此
川
に
添
夷
家
二
十
二
、
三
あ
り
」
(
『
東
蝦
夷

地
紀
行
ち
で
あ
る
。
寛
政
三
年
の
ニ
カ
ン
ベ
ツ
は
、
「
広
渓
聞
に
て
蝦
夷
人
住

居
す
」
(
『
東
蝦
夷
地
道
中
記
』
)
で
あ
り
、
ま
た
、
後
に
は
、
「
此
辺
の
土
人
は

昔
は
皆
一
一
カ
ン
ベ
ツ
の
川
上
に
住
し
て
、
浜
へ
は
一
向
な
か
り
し
由
。
只
漁
猟

の
節
出
稼
の
み
出
し
と
か
や
」
(
『
廻
浦
日
記
』
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
大
概
書
』

が
い
う
山
の
家
、

コ
タ
ン
は
こ
れ
ら
の
川
筋
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

む
す
び
に
か
え
て

「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
の
み
に
つ
い
て
記

す
こ
と
に
す
る
。

コ
タ
ン
の
分
布
は
、

シ
ラ
ヲ
イ
場
所
以
西
の
地
域
が
海
岸
型
の
、
そ
し
て
ユ

ウ
フ
ツ
場
所
以
東
が
内
陸
型
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
布
型
の
何

れ
が
原
初
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
安
政
期
の
資
料
に
よ
る
と
、

た
と
え

ば
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
場
所
で
の
よ
う
に
、

コ
タ
ン
が
川
筋
か
ら
海
辺
へ
移
動
す
る

の
が
一
つ
の
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
は
、

未
観
察
の
他
の
各
場
所
で
も
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
内
陸
型
が
原
初

的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
う
単
純
な
も
の
で
も
な
い
よ

う
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
海
岸
型
の
分
布
を
示
す
地
域
で
も
、

コ
タ
ン
は
鮭
鱒
の
遡
上

す
る
し
か
る
べ
き
川
の
端
に
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
コ
タ
ン
住
民
の

生
活
は
、
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
の
食
料
確
保
と
い
う
面
で
鮭
鱒
漁
と
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
鮭
鱒
漁
の
豊
か
さ
の
程
度
が
、
川
筋
住
民
の
多
少

を
、
あ
る
い
は
コ
タ
ン
の
分
布
を
決
め
る
要
因
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
川
漁
の
豊
か
さ
の
程
度
が
コ
タ
ン
分
布
を
決
め
る
要
因
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
全
て
の
コ
タ
ン
分
布
を
川
筋
型
、
あ
る
い
は
河
川
型
と
し
て
捉
え

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
海
岸
型
、
内
陸
型
と
い
う
類
型
そ
の
も
の
が
意
味
を
持

た
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
河
川
と
の
関
係
で
コ
タ
ン
を
見
る
と
、
海
岸
型
の
コ
タ
ン
分
布

を
示
す
地
域
に
は
、

ト
シ
ベ
ツ
の
三
川
を
除
い
て
、
こ

シ
リ
ベ
ツ
、

シ
ツ
津
、

れ
と
い
っ
た
長
大
な
川
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
、
川
筋
に
、
す
な
わ
ち
内

陸
部
に
コ
タ
ン
が
少
な
い
の
は
、
長
大
な
川
が
な
い
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
厳
密
に
見
れ
ば
、
例
外
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
大
観
す

れ
ば
、
鮭
鱒
が
遡
上
す
る
川
で
は
、
こ
の
流
路
延
長
の
長
短
が
、

し
た
が
っ
て

流
域
面
積
の
広
狭
も
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

コ
タ
ン
の
多
少
と
密
接
に
関
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係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

か
り
に
、
流
路
延
長
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
基
準
に
し
て
海
岸
型
の
分
布
を

示
す
地
域
の
河
川
を
見
る
と
、
そ
れ
を
超
す
川
は
ユ
ウ
ラ
ツ
フ
、

ヲ
シ
ヤ
マ
ン

， 
J¥、
、

ヌ
フ
キ
ベ
ツ
、

ヲ
サ
ル
ベ
ツ
、

シ
キ
ウ
、

シ
ラ
オ
イ
、

シ
ヤ
タ
イ
な
ど
の

川
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
川
で
複
数
の
コ
タ
ン

(
コ
タ
ン
跡
を
含
む
)
が
分
布
し

て
い
る
の
は
ユ
ウ
ラ
ツ
フ
、

ヲ
シ
ヤ
マ
ン
ベ
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

内
陸
型
の
コ
タ
ン
分
布
を
示
す
地
域
の
川
に
は
こ
の
基
準
を
超
す
も
の
が
多
い
。

内
陸
型
の
コ
タ
ン
分
布
を
示
す
地
域
を
、
こ
の
こ

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の

川
で
複
数
の
コ
タ
ン

(
コ
タ
ン
跡
を
含
む
)
を
有
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
見

るん}、

ヲ
タ
ベ
ツ
の
二
川
の
み
で
あ
る
が
、

ヲ
タ
ベ
ツ
は
日
高
と

ム
コ
ベ
ツ
、

十
勝
を
つ
な
ぐ
道
路
が
新
設
さ
れ
て
か
ら
の
コ
タ
ン
(
『
廻
浦
日
記
』
)
、

い
わ
ゆ

る
強
制
コ
タ
ン
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
自
然
発
生
的
な
コ
タ
ン
と
考
え

ら
れ
る
も
の
を
持
つ
の
は
ム
コ
ベ
ツ
川
の
み
と
な
る
。

江戸時代後期における東蝦夷地のアイヌ集落付

海
岸
型
の
地
域
で
は
、
少
し
ば
か
り
長
大
な
川
で
も
川
筋
に
添
っ
て
コ
タ
ン

が
分
布
し
な
い
傾
向
が
あ
り
、
内
陸
型
の
地
域
で
は
、
多
少
短
小
な
川
で
も
、

川
筋
に
添
っ
て
コ
タ
ン
が
分
布
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

し
か

し
、
内
陸
型
の
地
域
で
も
、
余
り
に
も
短
小
な
川
で
は
、
複
数
の
コ
タ
ン
を
持

つ
も
の
が
少
な
い
。
流
路
延
長
の
長
短
、
流
域
面
積
の
広
狭
な
ど
と
川
筋
の
コ

タ
ン
の
多
少
と
は
、
大
ま
か
な
と
こ
ろ
で
は
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

海
岸
型
、
内
陸
型
、
何
れ
の
コ
タ
ン
分
布
を
示
す
地
域
で
も
、
文
化
期
以
降

の
彼
ら
の
生
活
を
見
る
と
、
住
民
自
身
の
た
め
の
海
漁
は
、

日
々
の
食
料
を
和

人
漁
業
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
た
め
か
、
彼
ら
の
本
来
の
海
漁
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
内
陸
型
の
コ
タ
ン
分
布
を
示
す
地
域
で
は
、

た
と
え
ば
ユ
ウ
フ
ツ

場
所
が
典
型
で
あ
る
が
、
海
漁
を
必
要
と
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
川
漁

は
何
れ
の
コ
タ
ン
分
布
を
示
す
地
域
で
も
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
見
る
と
、

コ
タ
ン
住
民
は
和
人
の
海
漁
に
従
事
し
な
が
ら
、

い
わ
ゆ

る
川
筋
の
民
に
な
り
き
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
川
漁
、
こ
と
に
鮭
漁
に
依
存
し

て
コ
タ
ン
が
分
布
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

川
漁
を
鮭
漁
だ
け
に
絞
る
と
、
こ
の
関
係
は
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

川
筋
の
ど
こ
ま
で
鮭
が
遡
上
す
る
の
か
、
記
録
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、

コ
タ
ン
は
鮭
の
遡
上
限
界
を
超
え
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

多
く
の
コ
タ
ン
は
、
鮭
の
遡
上
限
界
以
下
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
限
界
か
ら

幾
ら
か
の
距
離
を
置
い
た
下
流
に
分
布
し
て
い
る
。
限
界
、
ぎ
り
ぎ
り
に
分
布
す

る
例
は
、
わ
ず
か
に
ニ
イ
カ
ツ
フ
川
筋
で
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

い
い
か
え

れ
ば
、
海
岸
型
、
内
陸
型
の
何
れ
の
コ
タ
ン
分
布
を
示
す
地
域
で
も
、

コ
タ
ン

の
分
布
は
鮭
の
遡
上
限
界
内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
鮭
の
遡
上
限

界
と
コ
タ
ン
の
分
布
と
の
関
係
は
、
他
の
未
考
察
の
場
所
で
も
変
わ
る
こ
と
が

な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

強
制
コ
タ
ン
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
和
人
の
強
制
に
よ
っ
て
、
成
立
し
た
と

見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
は
案
外
に
少
な
い
。

お
そ
ら
く
、

ホ
ロ
イ
ツ
ミ
場
所
の

モ
セ
ウ
シ
ナ
イ
は
そ
の
数
少
な
い
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

ウ

ス

場
所
の
モ
ン
ベ
ツ
、
イ
マ
リ
マ
リ
フ
、

ヲ
ヒ
ル
子
ツ
フ
、

チ
マ
イ
ベ
ツ
、
そ
し

て
ホ
ロ
イ
ツ
ミ
場
所
の
ア
ベ
ヤ
キ
な
ど
は
、
成
立
の
新
し
い
コ
タ
ン
で
あ
る
が
、

住
民
の
意
志
で
移
動
し
た
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
、
現
資
料
か
ら
は
何
と
も
い

い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

h
-
J
-

、

争
J

争
J

か
つ
て
の
自
然
発
生
的
な
コ
タ
ン
が
核
と
な
り
、
規
模
が
拡
大
し
た
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た
と
え
ば
ヤ

と
い
う
意
味
の
強
制
コ
タ
ン
な
ら
、
他
に
も
う
少
し
例
が
あ
る
。
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ア
ブ
タ
場
所
の
フ
レ
ナ
イ
、

ウ
ス
場
所

の
ウ
ス
、

ム
ク
シ
ナ
イ
場
所
の
ヲ
シ
ヤ
マ
ン
ベ
、

シ一フ

モ
ロ
ラ
ン
場
所
の
モ
ロ
ラ
ン
、

ホ
ロ
ベ
ツ
場
所
の
ホ
ロ
ベ
ツ
、

ヲ
イ
場
所
の
シ
キ
ウ
等
々
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
和

人
の
影
響
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
和
人
の
影
響
の

有
無
を
知
る
証
拠
は
仲
々
に
得
難
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
議
論
は
最
終
稿
に

〔
追
記
〕

譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
本
学
の
羽
田
野
正
隆
先
生
の
貴
重
な
る

御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

引

用

文

献

'" '" 一一'-J '-J 
『
竹
四
郎
廻
浦
日
記
』
上
・
下
巻
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
三
年

『
丁
巳
東
西
蝦
山
川
地
理
取
調
日
誌
』
上
・
下
巻
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、

昭
和
五
七
年

「
戊
午
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
日
誌
』
上
・
中
・
下
巻
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン

タ
ー
、
昭
和
六

O
年

「
東
蝦
夷
地
山
越
内
場
所
村
鑑
」
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
五
一
五

1
五
一
九
頁

『
廻
浦
日
記
』
巻
の
三

O

松
浦
武
四
郎
安
政
五
年
『
野
帳
』
、
松
浦
一
雄
氏
蔵
、
国
立
史
料
館
寄
託

『
丁
巳
日
誌
』
第
二
三
巻
「
由
宇
羅
津
布
日
誌
」

『
丁
巳
日
誌
』
第
二
二
巻
「
報
登
字
志
辺
淳
日
誌
」
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